


心 の 糧

十 二 使徒評 議員

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー

→一 は非常 に多 くの事柄 に関 して，我 々に勧告 と戒 めを与 えてお られ るので， この教会 のゴ
：会員 はい

つ もあいまいな ことを言 う必要 がない。主 は以下 の ことに関 して我 々に指標

を確立 して下 さった。 すなわち個人 の徳行，隣人へ の態度 ，律法へ の従順 ，政府 に対 す る忠

誠，安息 日の遵守 ，禁酒禁煙， 什分 の一 その他 の献金，貧 しい人 の世話，家族 の教 化修養 ，

福音 を伝 え ることな どであ る。

そのいず れにおいて も，議論 や論 争をす る必要 はない。 もし我 々は 日常 ，宗教 の実 践にお

いて，着実 な道 を とるな らぼ，他 のいかな る方法 によ るよ りも，よ りよ くことを進 め るであ

ろ う。

我 々を誘 って去 らせ よ うとす る人 々があ り，悩 まそ うと企 て る人 々もあろ う。我 々は見下

げ られ， けな され るか もしれない。 また，激 しく責め られ，世 の人 々の前 にあ ざけられ るか

もしれない。

教会 の内外 共に，神 のみが持 ちた もう権威 を奪 う特権 が，あたか も我 々にあ るかのよ うに

何 かにつ けて，我 々の教会にお ける立場を変え ることを強 い る人 々があ る。 我 々は平 和の福

音 を教 えてお り，他 の人 々 と争 う気持 は毛頭 ないのであ る。 しか し，我 々は予言 者 として支

持 した人 々を通 じて与 え られ る主の言葉 を棄 て ることはで きない。

ここで ピュー リッツアー賞を受 けた歴史家，バ ーバ ラ ・タ ッチマ ソの言葉を引用 しな くて

はな らない。 「これは私の信 じてい ることであ る。 これは私の しょうと思 うことであ り，あ

れは私のす まい と思 うことであ る。 これは私 の行 動の掟で あり，あれはそれ にはずれ るもの

であ る。」 （「失 なわれ ゆ くもの一 勇気」，マ ッコール１９６７年 ６月， Ｐ２８）
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１月 の こ よ み

５ 日 ．

１８３１年 ミズ ー リ州 に お い て ，最

初 の イ ソ デ イ ア ソ の た め の伝 道

部 開設 さ る。

７日

１８７６年 メ キ シ コ伝 道部 へ 初 の 伝

差宣 教 師着 任 。

８三

１ε０５≒ オ ル ソ ソハ イ ド コネ チ

亡 ジ ト州 オ ク ス フ ォー ドに 生 ま

１４二

１８４７三 ブ リガ ム ・ヤ ソグ ， モ ル

モ ン大 ち 弐 つ啓 示 を 受 け る。

１８Ｅ

１８２７≒三ジ ョ七 フ ・ス ミス ， エ マ

・ヘ ィ ・ン≧幕 蔭 す る。

１９日

１８２７年 奎 捷 ら ニ ノー ブー 神 殿 建

設 の命 が与 え うれ る。

２２日

１８５４年 タ ヒチ 伝 道 本 部 ，デ ビ ド・

Ｏ ・マ ッ ケイ に よ り献 堂 さ る。

２７日

１８５２年 モ ル モ ソ経 ハ ワ イ語 に 翻

訳 さ る。

今月の表紙
イエ ス が 「宣教 を は じめ られ た

の は ， 年 お よそ ３０才 の 時 で あ って

… 」 （ル カ３：２３） ナ ザ レを離 れ

て ， 谷 聞 に 降 りてい か れ た σ そ し

て 「ヨル ダ ソの 向 こ うの ベ タ ニ ヤ

で ， イエ ス は バ プテ ス マ を うけ ら

れ た」 （ヨハ ネ １：２８） イ エ ス は 濁

’
っ た流 れ の ゆ るや か な ヨル ダ ン河

に バ プ テス マ を うけ る ため に 降 り

て い か れ た。 「イエ ス は バ プ テ ス

マ を うけ る とす ぐ， 水 か ら上 が ら

れ た。 す る と， 見 よ， 天 が 開 け ，

神 の御 霊 が は と ○ よ うに 自分 の 上

に 下 って くる のを ， ご ら んに な っ

た。 ま た天 か ら声 が あ っ て 言 っ

た。 これ は わ た し の愛 す る子 ， わ

た し の心 に か な う者 で あ る」 （マ

タ イ ３：１６－ １７） 今 ．月の表 紙 は イ

エ ス のバ プ テ ス マ の情 景 をあ らわ

し て い る。 絵 の作 者 は ハ リー ・ア

ソ ダ ー ソソ で， こ れは 訪 間 者 セ ソ

タ ー に展 示 され てい る。 関 連 記 事

「バ プ テ ス マ の年 令 は なぜ ８才 か 」

を 参 照 。



戒めを
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大 管 長

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミス

ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

大 管長

しあなたがたがわたしを愛する
「も
な らば，いま しめを守 るべ きで

あ る」（ヨノ・ネ１４：１５）

これ らの言葉を，主はその死の数時間

前 ，過 ぎ越 しの食事をす るため に集 まっ

てい た弟子た ちに語 られ た。

主 は続 けて述べて お られ る。「ｒわた し

のいま しめを心 にいだいて これを守 る者

は， わた しを愛す る者 であ る。 わた しを

愛す る者 は， わた しの父 に愛 され るであ

ろ う。 わた しもその人 を愛 し，その人 に

わた し自身をあ らわすであろ う』イス カ

リオテでない方のユ ダがイエス に言 った

『主よ， あなた ご自身をわた した ちにあ

らわそ うと して，世にはあ らわそ うとさ

れないのはなぜですか』イエス は彼 に答

えて言われた ｒも しだれで もわ た しを愛

す るな らば，わた しの言葉を守 るで あち

っ。そ して，わ た しの父 はそ の人 を愛 し

また，わた した ちはその人 のところに行

って， その人 と一緒 に住むで あろ う。 わ

た しを愛 さない者 はわた しの言葉 を守 ら

ない。 あなたが聞いてい る言葉 は，わた

しの言葉 ではな く， わた しをつかわ され

た父 の言葉 であ る』（ヨハネ１４：２１－２４）

我 々は，真理 の中で人 に 白 由 を 得 さ

せ ，我 々を確 立 して くれ る教 会の会員で

あ る。 この教 会 には主のみ言 葉があ ると

宣 言されて きた。そ こで我 々はみ な永遠

の生命 に至 るため に，主 の戒めを守 り，

誓約を し，義務 と責任を 自 ら引 き受 ける

とい う望みを もって，パ フテ スマを受 け

た。我 々が古えの予言者 の言 った 「世 の

もの」 （ヨハネ１７：１４） か らはなれて ひ

１



、

とたび集め られた後 に， も し今 いかな る

理 由 にせよ，心中に悪魔を入れ させて真

理 と互いの愛を破壊す ると した らそれ は

ま．ことに悲劇で あろ う。 もし我 々が主 を

愛す るな らば主 の戒めを守 るで あろう。

もし主の戒めを守 ることに反対 した り

守れな い者 があるとすれ ば， それ は彼 ら

が主を愛 して いない証拠 であ る。我 々は

戒 めに従わ ねばな らない。我 々は心をつ

くし，勢 力をつ くし，思 いをつ くし，体

力をつ くして主 な る神を愛す ることを，

我 々の行 ないによ り示すのであ る。 また

我 々はイエス ・キ リス トの御名に よりて

神 に仕 え，己れの ごと く隣人を愛す るの

で ある。（教義 と聖 約５９：５－６参照）

これ こそ，イ スラエル の導 きの ため近

代 にあ らわ され たままの主 のみ言葉で あ

る。我 々はすべての同胞 に対 して心 中に

愛をみたすべ きであ る。我 々が主 の戒 め

に従 ってい る限 り，同胞 が教会員で あろ

うがなか ろ うが彼 らに憎 しみ を抱 くはず

は ない。我 々には不平を言 った り， あ ら

さが しを したり， それが だれ であろ うと

も，我 々の兄弟 をだ めに して しま う権利

が あるだろ うか。我 々は国や州や市 の単

なる市民，友人 ではな く，兄 弟姉妹 なの

で ある。

「わた しは，新 しいい ま しめをあなた

がたに与 え る，互に愛 し合いな さい。わ

た しがあなたがたを愛 したよ うに， あな

たがた も互 に愛 し合 いな さい」 （ヨハ ネ

１３：３４） 「新 しいい ま しめ」 と言 って も

それは他の戒め と同様 に永遠 に等 しいほ

ど古い ものであ る。 その戒め が存在 しな

か った ことも，救 いに必要 でなか ったこ

２

と も決 してないが， つねに新 しいのであ

る。 それ は真理 であ るゆえに決 して古 く

な ることがない。

教会 が組織 されてす ぐに，主 は教 会に

「始 めよ りあ りしところの新 しき且 つ永

遠 の誓 約」 （教義 と聖約２２：１） を与 えた

と言 われてい る。 これ らは非常 に意味深

い言 葉であ る。それは新 しき且つ永遠の

誓約であ った けれ ども，つ ねに存在 し，

始め よりあり しところの もので あった。

そこで この互 いに愛 しあ うべ きで あると

いう新 しい戒 めは始 めよ りつねに存在 し

ていたので ある。真理 は古 くなることが

ない。愛 の原則 は過去，現在， また未来

において も全 く同 じであ る。 もし私 が永

遠 の真理 であるその原 則に従 わ な け れ

ば， その時私 は主 の御前 に罪 の宣告 を受

け， 主 とは何 の関係 もないのであ る。

イエスは言われた 「もしだれで もわた

しを愛 するな らば，わた しの言 葉を守 る

であろ う。 そ して，わた しの父 はその人

を愛 し，また，わた した ちはその人の と

ころに行 って，その人 と一緒 に住むであ

ろ う」 （ヨハネ１４：２３）我 々はその意味

を よ く理 解 してい るで あろうか。

喜 んで主の律法 に従い，戒 めを守 るこ

の教会 の会員 になされ る偉大 な約束は，

天の王国 に所をえ るだけで な く，天父 と

御子 にまみ えるとい うことで ある。 また

それだけで はない， なぜ な ら，主 はその

持 ちた もうすべての ものを彼 らに与 え る

と約束 され てい るか らであ る。教義 と聖

約８４章に この真理 がは っきりと載 せ られ

てい る。

「およそ忠実 に してわが今語れ る二 つ

の神権を得，而 して その天 よりの召 を全

力を尽 して遂行す る者 たちは ｒみたま』

によ り聖め られて その肉体再新 さる。 こ

れ らの者 はモーセの息子 たちとな り， ア

ロソの息子 たちとな り， アブラハ ムの子

孫 と．なり』， また教会員 に して王 国の民 と

な り神 の選民 とな る。 主は言 う，またす

べて この神権 を受 け入 るる者 は，われを．

受 くるな り。 そは，わが僕 らを受 け入 る

る者 はわれを受 くればな り。 また，われ

を受 け入 るる者はわが父を受 くるな り。

而 して，わが父を受 け入 るる者はわが父

の王 国を受 くるな り。 この故 にわが父の

もて るすべて は彼 に与え らるべ し。而 し

て こは神権 に属ける誓詞 と誓約 によ りて

然 るな り」 （教義 と誓約８４：３３－３９）

も し我 々が主 の戒め を守 るな らば，天

父 と御子 にまみえ る喜 びを得，天父 の王

国を受 け，我 々の長兄 と共 同の相続人 と

して神の ゆず りを受 けるで あろ う。 （ロ

マ８：１７参 照）

喜んで バプテスマの水 を くぐり，主 の

律法 に従 い，戒 めを守 るすべての末 日聖

徒 に対す る主 の祝福 はなん とすば らし く

偉大 な ものであろ うか ！

主 を愛 そ うではないか， これはすべて

の ことの基 いであ り，第一の戒 めなのだ

か ら。第二 の戒 め もまた同様に己れの ご

と く隣人を愛す ることであ る。 （マ タイ

２２：３７－３９参 照） そ して我 々はそれ を成

した時，律法 を成就 して いるで あろう。

なぜな ら成 し終えず に残 る もの は何一つ

な いか らで ある。愛す る兄弟姉妹 を主が

祝福 したも うよ うに。主へ の奉仕 に一致

団結 して立 と うで はないか。



バプテスマの年令 は

なぜ ８才 か ？
Ｃ ．Ｎ ．オ ッ ト セ ン

キ リス トは ニコデモに 「だれで も新 し

く生 れなければ，神の国を見 ることはで

きない」 とは っきり語 られ， さらに 「あ

なたがたは新 し く生 れなければな らない

と，わ た しが言 ったか らとて，不思議 に

思 うには及 ぼない」 と述べ られた。 （ヨ

ハ ネ ３：５，７）悔改 めとバプテスマは，

イ エス ・キ リス トの教会へ入 るために必

要で ある。 それ らはすべて の人 が罪 のゆ

る しを受 け，聖霊を受 けるにふ さわ しい

者 とな り，神の王国 の一員 となるため に

通 らねばな らない門であ る。 （使徒 ２：

３８，■ ニー プアイ３１：１７参 照）

キ リス トが ご自身のバ プテスマ に当 っ

て ヨハネに 「今は受 けさせて も ら い た

い。 このよ うに，すべての正 しい ことを

成就 す るのは，われわれにふ さわ しい こ

とであ る」 と言 われたよ うに， この命令

はすべて の人 に向け られた ものであ る。

ただ １つ の顕 著な例 外は，幼児 に関 して

で ある。 キ リス トは 「幼 な子 らをそのま

まに して おきなさい。 わた しのと ころに

来 るのを とめて はな らない。天 国は この

ｉｃ．Ｎ．オ ッ トセ ソ ・

ソル トレー ク市 ， ξサ ッチ 第 ニ ワ ー ド部 の

大 祭 司 グル ー プ リー ダ ー。 ユ タ州 保 険 コ ミ

ノシ ョナー ｏ

よ うな者 の国であ る」 と言われ た。 （マ

タイ１９：１４）そ して救い主は手を彼 らの

上に置いて祝福 された。予言者モルモ ソ

は 「幼児 は悔改めをす ること が で き な

い。 ……そ して，幼児 はバ プテスマを受

けな くてはな らぬ と言 う者 はキ リス トの

憐 みを拒 み， キ リス トの身代 りの賠罪 と

救 いの効果 とを否定 す る者 であ る」 と述

べ た。 （モ ロナイ８：１９－２０） このモルモ

ソの言葉 やこれに関す る同 じよ うな聖句

は，幼児 が成長 し善悪 をわ きまえ自分 の

行い に悔改めがで き，責任 をと ることの

で きる時 まで あて はまる。善悪 を区別 し

また 自己 の行動 に対 し責任を知 り始 める

年令 に成 長す る時 まで適用 さ れ る も の

であ る。幼児が この年令 に達 した ら，神

の王 国に入 り，キ リス トの教会の会員 に

な るため に 「水 と霊 とか ら生 れ」なけれ

ばな らないのであ る。

バブテスマはすべての人 に命ぜ られて

いる とキ リス トは述 べ られたが， これは

幼児 はバプテスマを受 け る必要 はない と

い うモル モソの言葉 と教義上 矛盾 しては

いない。幼児 は悔改 め ることはできない

が ある年令 に達す れば当然 それ は可能 で

ある。 これに反す る ものは慈悲深 く，賢

明 な天父 の計画 にそ ぐわないのであ る。

幼児 の人格が発達 して 自己 の行動 に責任

を もち，誤 った行動を悔改 め，すべて の

人 々と同様 に 「正 しい ことを成就す る」

よ う求め られ る時期が来 る。

幼児の バプ テスマを施 し， 自己の立場

を弁護 しよ うとす る数 々の教会は，聖 書

やその他 でその儀式 を立証 で きないのを

知 ってい る。牧師 の見解 はいろいろ異な

っている。聖 オーガスチ ソはバプテスマ

を受 けない幼児 は皆地獄 の永遠 の炎 の中

に入 ると語 りなが ら 「私 を信 じて 下 さ

い。私 は小 さな困難 には悩 まされないの

ですが，全 く何 と答 えて よいかわ か らな

い のです。」 とい う言 いわけを 書 いて い

る。イ ギ リスの リバプール大学で ロ’一マ

・カ トリヅクの従軍牧師 ビソセソ ト・ウ

ィルキ ソは あわれみを感 じて この よ うに

説 いた。すなわ ち，バ プテス マを受 けな

くとも幼児 は天 国に入 るが，それ は終 り

の 日にキ リス トが世に来 られてか らであ

る。 その時 に死 だけでな く原罪 も取 除か

れ る。幼児 のただ一 つの罪 は原罪 であ る

ので，幼児 は天 国に入 る ことがで きるの

で あ る。１

現代 の啓示 によ り， このよ うな教 えは

３



是正され，明確化され，分別と責任をも

てる年令に達 しない幼児は神の王国に入

るのを拒まれず，バプテスマの儀式に従

わな くてもよいという事実が明 らかにさ

れている。主はジョセブ ・スミスを通 し

て教会にこのように教えた。 「神の前に

自己の責任を知る年齢に達 し，且つ悔改

めを為す能わずんば，何人ζいえどもわ

がキリス トの教会に受け入れ らるる能わ

ず」（教義と聖約２０：７１），また特に 「子

供 たちは八歳の時，彼 らの罪の赦 しを得

さするバプテスマと按手とを受 くべ し」

（教義と聖約６８：２７）と強調 しておられ

る。また，罪が 「両親の頭に留」 らない

よう （教義と聖約６８：２５）子供に必ず悔

改めの意味を理解させ，神の御子キ リス

トを信 じる信仰を教え，その年令でバプ

テスマの儀式を受けるよう備えさせるこ

とが親の責任である。

子供が自分の行動に対 し分別と責任と

判断力をもてる年齢，すなわち悔改めと

バプテスマが彼 らに必要となる年齢は８

歳であると，どの程度まで一方的に決め

ることができるだろうか。あるいは決め

られないのだろうか。

経験に基 く実際上，あるいは論理上の

いかなる根拠があって責任を知る年齢が

８歳であると決められるのか。子供たち

はその年齢で善悪の区別をすることがで

きるか。また彼 らは悔改めることができ

バプテスマを受け聖霊を受けた後に考え

られる新 しい人生の機会と義務を引き受

けることができるだろうか。

８歳は勉強や活動の分野で一様に，責

任を知る年齢であ り，分別と判断力を持

ち，自己訓練 し，また危険や善悪を知 り

成長する時期であるといわれているのは

興味深いことである。児童心理学の分野

の研究により， ８歳の子供は悔い改めの

４

資質において，十分に成長 していること

がわかった。このことは先の質問に肯定

的に答えて，以上の結論を立派に裏づけ

ている。

８歳の児童はどのような状 態 に あ る

か。エール大学医学部児童発達臨床講義

科のアーノル ド・ゲセル２およびフラソシ

ス ・Ｌ ・イルグ両博士は，何年間 も共同

研究を して，子供たちの発達，成長，思

考過程を分析 し，次の結論に達 した。

８歳の子供は大人の規準によると一人

前の人格をもっている。そして一つの著

しい傾向は，自分の身に起 こることがら

とその原因を追求する態度である。

彼は親の支配や教師からさかんに離れ

ようとする。彼 とその学友たちは彼 ら自

身の規律を作り，相互に批評 したり，責

任を割当てたりして彼 ら自身の活動を取

締っている。

彼 らは非常に しば しば恥をかき，また

うそに対 してますます嫌悪感を持 ちは じ

める。彼 らは自分の悪事を認め，また道徳

的な標準 と正直を厳密に守ろうとする。

彼 らは失敗を経験するようにな り，また

遊び友だちに命 じられた禁令や制限を受

け入れる。

彼 らはもはや幼い子どもではない。５，

６， ７歳の間，彼は広い世界の限 られた

領域の中で少 しずつ順応 してきたが， ８

歳では判断力を示 し，物事を区別 し少 し

ずつその視野を広めはじめる。そ して彼

の行動には支離滅裂さが少なくなり，自

分自身を一人前の，また社会の一員と考

える。彼 らは自分の行為や他人との関係

を評価するのに関心を持ち，またほかの

人が彼に対 して抱いでいる標準にかなっ

た生活をしようと思 う。

８歳の児童は自分の考えを支配 し，決

心し，物事を徹底的に考える能 力 が あ

る。彼 は良 くな りたい と思い， また善悪

相反 す る ２つの力があ るの に気 付 く。彼

は自分 の行 ないにい っそ う責任を もち，

喜 んでその結果を受 け入れ る。彼は今 ま

で以 上に誠実 にな り，宗教や聖 書 に心か

ら興味 を もつ。彼 はさらに率先 して周囲

の情 況に即応 しようとす る。３

ベ ソジ ャ ミン ・Ｓ ・ブル ーム博士 はそ

の著書 「人格 の安定 と変化」の 中で，子

供は ４歳 まで に知力の半分を得， ８歳 ま

で にもう４０パ ーセ ソ ト，す なわ ち全部で

８０パ ーセ ソ トの知力を得 ると 述 べ て い

る。４

カ リフォル ニア州バ ークレイで障害者

のための小学校長を してい るウ ィリアム

・ジ ョソズ氏 は 「人 の一生 の内で理論科

学 と数学 を学 び始 めるのに最適 な年齢 は

ほぼ ８歳か ら １１歳 までであ る」５と語 っ

た。

１９３８年， ミシガソ最高裁判所 にある訴

訟が起 こされ た。 その訴訟で は， ７歳位



涌

の児童が自動車事故を避けるに必要な注

意力や分別，判断力を持ち，また危険に

対処する能力を持つか，またその年齢で

責任を持てるかどうかについて論 じられ

た。裁判官たちは，子供の世話や教育に

たずさわ り心理学の分野で働 く多 くの科

学者やその他の専門家の考えを提示 した

後，次のような見解を述べた。

実際的，科学的，または，研究の面の

どのような根拠により 「現実的に，ある

いは科学や研究の面か ら考えて，どのよ

うな理由により７歳未満の児童をこの年

齢以上の子供と違った取扱いを している

のか。

この年船の児童の特別な立場について

の考えは，数世紀前に具体化され，今 日

児童の世話や教育にたずさわ り，心理学

の専門分野で働 く科学者や専門家により

確証されているという事実を認めない人

はいないはずである。このような研究に

より得られた結論のうちで目立っている
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のは，７歳の年齢は児童の知能の発達の

転換期であるということである。このテ

・一マを取り上げた文献はたくさんあるが

その中には，人間は７歳で思考力や判断

力がつき始め，考えを変えたり，理性的

な考えをもてるようになると繰 り返 し強

調 されている。この年齢で児童は自己中

心の会話や考えから離れて，ほかの人の

言葉を理解 し，社会的な考え方を抱き，

協力するようになると権威者は考えてい

る。端的に言 って， ７歳の年齢は人が空

想や夢の王国から現実の世界 に移り始め

る時であると言えるであろう。

アメリカ合衆国の連邦および州裁判制

度では，多くの裁判官の意見や判決は科

学者や児童心理学者の考えとよ く一致し

ており，児童は７， ８歳で充分発達する

という結論を出している。連邦および州

裁判所は，幼児が責任をもち，また過失

を犯すに充分な判断力と分別をもってい

たかどうかを決めるために，この間題を

摩
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裁判所が関心を示すのは単に次乙事雨

のみである。幼児が自己の行動に対 して

充分に責任を持てるよう成長 したといえ

るのは何歳か，あるいはどのような点に

おいてか。幼児が善悪を識別できるに充

分な判断力と経験とを得るのはいつか。

どのような行ないが法律による責めを負

うか，またそれは他人を傷つけるものか

それとも自身を傷つけるものか。

成人がもし法律に従わなかったり，あ

るいは 「思慮深’＜分別ある人」が同 じ情

況下で取 るような行動を取らないならば

彼は過失を犯 しているのである。 しか し

児童や幼児に対 して，裁判所では標準と

なる一定の規則は定め て い な い。裁判

所はまだ成長 していない児童を対象とし

た規則を定めたがらない。判断力や経験

理解力，善悪の識別力の問題は近年非常

に変わってきているので，裁判所はどの

年齢の 「思慮深 く分別ある」児童の心が
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与えられた情況のもとでどのように働 く

かを成人の陪審員はだれしも判断で きな

いと考えている。

その結果，価値ある２つの規則が発達

した。いわゆるイリノイ規則は，７歳ま

ではいかなる幼児 も確かに能力がないと

思われると独 自の判断を下 している。そ

して多くの州はこの規則に従 っている。

また一方，マサチューセ ッツ規則として

知 られている規則は， ７歳 までは無能で

あるという推定に反ば くできると考えて

いる。

それら２つの規則により，裁判所は ７

歳以下の子供は能力がないという考えを

認めると結論するのが妥当の よ うで あ

る。・ただ一つの相違は，多 くの州では幼

児は確かに能力がないと考えているのに

対 し， ２，３の州ではそうではないと考

えている点である。

すべての州では，判断力や分別の能力

がないと考えられる年若い人 々と，判断

力や分別の能力があると考えられ，自己

の行動に責任をもち，かつ事実上一人前

とみなされる８歳以上の人 々との間の区

分はほぼ７歳から８歳 までと考えられて

いることを私たちは再び強調するのであ

る。

過 失の法を幼児 にあてはめ る時 にイ リ

ノイ とマサチ ューセ ッツ規 則の どちらを

守 り，あ るいは正 当化す るか は私の意図

す るところで はない。 しか し， ２つの規

則の どち らが取 られよ うと， ほぼ ７歳か

ら ８歳が幼児の 「知能の発達の変 り目」

であ るとい う事実が強 調 され る の で あ

る。 この 「責 任を知 り始め る年齢」 は，

児童心理 学や刑 法，慣 習，教育 などの分

野で も同 じで あると考え られて きた。法

廷はすべて， ５， ６歳以下 の幼児の時代

には児童 は過失や助成 過失の責任を負え

ｅ

るほどの充分な分別は持たず，また過失

を犯す能力がないと考えられると認めて

いる。ある法廷はこのように述べた。

「私たちは， ７歳以下の幼児は助成過

失を犯す能力がないという，きわめて尊

敬すべき著名な権威者たちの発表に従う

ものである」

１７６５－１７６９年頃有名な論評を書いた，

昔のイギリスの法律権威者，ウィリアム

・ブラックス トーソ卿の言葉を参照せず

に法律上の話題を討議 し尽すことはほと

んどできない。彼はこのように語った。

「実際， ７歳以下の幼児は，重罪につい

ての認識がほとんどないので，重罪を犯

すことはできない。 しか し８歳の子供は

重罪を犯す ことがありうる……」 もちろ

んこれは刑法上の責任を述べたものであ

るが，これは幼児の能力と責任を知 り始

める年齢に関 しての昔の考えをも反映 し

たものである。

ブラックス トーソは， ２つの納屋を焼

いて１７世紀の法により罪を宣告されて縛

り首になった８歳の少年の事例を取 り上

げている。 しか しその当時の無情な法の

もとにあってすら， ７歳は罪のない年齢

であった。

私たちは，非常に興味あることである

が， ８歳以上の子供たちはほとんどの場

合一致 して必ず人間味が異なるというこ

とにも気づいている。

これ らの違いは人の見解の相違から起

こるにもかかわらず，ほとんどの法廷は

幼児の行動に対す る責任は次の一般的な

考えをより所として検討 されるべきであ

るという決定を下 している ：（ａ）７歳未

満の児童は判断力や分別の能力がないと

考え られ，過失に対 して責任 を 負 わ な

い。（ｂ）大多数の法廷では ７歳の児童は

まだ能力がな く，責任を負わないと判定

、

しているが，多 くの法廷ではこの規則は

反ばくできると考え，各児童の能力や判

断力， しつけ，経歴，分別のそれぞれを充

分吟味 し，かつ裁判官や陪審員にその判

決をゆだねている。（ｃ）８歳になった児

童は責任を知る年齢に達 し，充分な判断

力と能力，善悪を区別する分別をもち，

一人前として受け入れ，取扱われる。

数世紀の間明らかに，学生や児童心理

学者や刑事および民事裁判官はみな，普

通の子供は８歳で充分に成熟 し，自己の

行動に責任を持てる程度にまで発達する

と考えてきた。

以上は，幼児のバプテスマがいつ必要

かということに関 して，末 ロ聖徒が世の

中で最 もよい証明と考えられていること

を裏づけとして挙げたにすぎない。

神はジ ョセフ ・ス ミスに幼児は ８歳で

バプテスマを受 けるようにと個人的に命

じられた。その他の証拠はすべて二次的

なものである。

注

１． 「幼 な 児 を そ の ま ま に 」， タ イ ム誌 ，

１９６１年 １１．月 １０日 号 ， Ｐ ５２ （英 文 ）

２． ア メ リ カ の 心 理 学 者 ， 小 児 科 医 ， １８

８０－ １９６１．

３． ア ー ノ ル ド ・ゲ セ ル ， フ ラ ソ シ ス ・

Ｌ ・イ ル グ 共 著 ， ５歳 か ら１０歳 の 子 供

Ｐ １６０－ １８６ （英 文 ）

４． ベ ソ ジ ヤ ミ ソ ・Ｓ ・ブ ル ー ム 著 「人

格 の 安 定 と 変 化 」 Ｐ ６８ （英 文 ）

５． ソル ト レ ー ク ・ ト リ ビ ュ ー ン ， １９６６

年 １２，月 １５日 号 ， Ｐ Ａ － １７ （英 文 ）

６． ブ ラ ッ ク ス トー ソ の 注 釈 ， 第 ＩＶ巻 ，

第 ２３章 ．



よ く な い 結 婚

７ つ の 危 険 信 号
医学 博 士

リン ゼ イ ・Ｒ ・カー テ ィス ※

年，医者としてまた監督として指

長
導 して きた経験 か ら，高 速道路の

黄色い光 にも似て絶えず警告の旗を ひる

がえ して いる， よ くない結婚の危険信号

ともい うべ きものがあ ることに気がつ き

ま した。 賢明な人 はこれ らの危険信 号 に

気 づいて，現在進んでい る道 の 足 を と

め，方向を変えて もっと安全な道を と り

ます。 この道 は誤解や離婚 とい う不幸か

ら遠 ざけて くれ るのです。

大切 な ことは， これ らの危険信 号 には

一 つ として消せない ものはない とい うこ

とです。 しか し注 意を怠 った り，直そ う

とい う気 のない ままに してい ると，結婚

を破滅 に導 きかねない もの とな ります。

これをあなたの結婚 にあてはめてみて下

さい。

常識 的な礼儀 を忘れること

前十二使徒補助 であ った故 トーマス ・

Ｅ ・マ ッケイ長老 （１８７５－１９５８） は，以

前私 たちのスイス伝道部長 で したが，後

年最愛 の奥さんと共 に私 の事務所 を訪 れ

ました。人 か ら トーマス ・Ｅ ・伝道部長

と呼 ばれていた彼 は， 当時健康 を害 して

い ま したが精神 だけは健康 その もので し

た。か な り重態 のためや っと歩 ける程度

で， 片側 にステ ッキを持 ち， もう一方を

マ ッケイ姉妹 に支 え られなけれ ばな らな

い状態で した。

見て いると，彼 はゆっ くりと病院 の玄

関を下 りて，建物 の真ん前 に止 めた車 の

ところへ行 きま した。 マ ッケイ姉妹 の助

けだ けは不承不承受 け入れ は した ものの

他の人の助 けはガソと して受付 けないの

です。

マ ッケイ長老は この時病気で運転で き

なか ったので，私 はマ ッケイ姉妹が彼を

助 手席 まで連れて行 くだ ろうと思 って見

守 ってい ました。 ところが，マ ッケイ家

の女性 を大切に し，礼儀 を重ん じる家風

は病気 だか らとい っておろそかに されな

か ったのです。 彼のすすめで ２人 共運転

席 の方 へ歩 いて行 きま した。 彼は力強 く

車 の ドアを開け，姉 妹が乗 り込む のを見

届 け ると ドアを閉めま した。

それか ら トーマ ・Ｅ ・マ ッケ イ 長 老
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は， よろけなが らも力をふ りしぼ り， 片

手 は車 につか まりなが らも う一方 の手 に

ステ ッキを持 って，車 の反対 側 に歩いて

行 きま した。そ’して ゆっ くりと姉妹の横

に乗 り込み ま した。

ち ょっとした こと。車 の ドアを開 けた

り，女性 が コー トを着 るのを手伝 った り

レデ ィーフ ァス トを守 った り， あるい は

女性 に席を譲 った り， これ らはみ なち ょ

っと した心づかいです。で もほん とうに

そ うで しょうか。私 た ちがあ まり表わす

ことのない愛 や思 いや りの こもった言 葉

に比べ て， これ らのち ょっとした ことは

大 いに態度 に表 われてい るで しょうか。

あ りがと う。 よろ しければ。失 礼。 ご

めん なさい。大好 きだよ。 こうい うち ょ

っと した言葉を適切 に発す る ことがいか

に大切かわか ると思 います。

高速道路か ら小 さな町 に通ず るきたな

い道路 に入 るとき，入 口には次 のよ うな

標識 がついてい ます。 「これ よ り１４キ ロ

メー トル，わだ ちに注意」質明 に自分 の

習慣を身につ けて下 さい。 あなた の残 り

の人生 はその通 りになるのですか ら。

明 らかにマ ッケイ家が子供 た ちのため

につけたわだち （そ う呼 ぶのであれば）

は，礼儀 と女性 を大切 にす ることで しょ

う。 そ して このわだち （跡） は永遠 に続

くのです。

「私た ち」ではな く「私」の立場 で考 える

ウエイソが玄関 に着 いたのは夕方 の ６
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時 頃で した。 ち ょうどその時 ２人の息子

が ちょっと したけんかを してい るのが聞

こえま した。ジ ョア ソは，会社でのイ ラ

イ ラ した一 日を終えて帰 って来 るウエイ

ソ に合うせて，夕食の仕度に大 わ らわで

その ヒ， ４才のブ ルースは テーブル ク

ロスの ヒに ミルクを こぼ し， テ リー１はお

皿 に盛 ってや った ものを少 しも食べ よう

と しません。 それで もよ うや く夕食が済

み ました．

ウエ イソの中 にあ る 「私」が，夕食後

す ぐにテ レビでバ スケ ッ ト・ボールの試

合 中継があ ることを思い 出 しま した。

ウエ インの中 にある 「私 たち」 は，子

供た ちをお風呂 に入れて寝か しつ け， 自

分 よ りもさ らに大変 な一 円を過 ご して い

るジ ョアソを思 いや ってあげ る必要 のあ

ることを主張 しま した。恐 ら く彼 女は彼

よ りもつかれてい るだろ う し，お皿を洗

った り，子供 をお風 呂に入 れて寝 か しつ

け るとい うちよっと した ことで， きっと

彼 に感 謝す ることで しょう。彼が気分転

換 に今晩外出 しようと言えば，ジ ョアソ

の うれ しそ うな顔を見 ることがで きるで

しょう。

あな たの伴呂が こ うい うよ うにす る こ

とです。 「いえ，結構 よ。今 日 は い い

わ。今回は， お友達 とい らした ら」

８

お互 いに少 しずつ譲 り合 う時，結婚 を

傷つけ るもの１はあ りません。それが 自発

的で思いがけない場合 には特 に，そ うで

す。私 の両親が結婚 したての頃，週１０ド

ルの収入 しかないため，什分 の 一 や 家

賃，食費を払い，生 まれて くる子供 のた

め少 し貯金 す るの に四苦八 苦 だったそ う

です。それで も ２入 は，お互いがい るこ

とで とて も幸 せだ った のです。

母 は何 度 も，父 が会社か ら ６キ ロの道

を歩いて帰 って，母の ため にオ レソジを

買 うわずか のお金を節約 したことを話 し

て くれ ま した。父 はこの犠牲 にもまさっ

て，小 さな贈 り物 を見て喜ぶ母 の顔 と感

謝 の言葉 に励 まされて そ うしたのです。

だま りこ くること

３児 の魅力的 な母で ある２９才 のジェニ

ーは
，毎晩帰宅す る夫 が自分 に何 も言 っ

て くれないとこぼ して いま した。

「と ころでジ ェニー， あなたの ご主人

はどんな仕事 を しているのですか」

「会社 に勤 めていて，とて も忙 しい ら

しいですわ」

「特に どんな ことを してい る の で す

か。 どんな責任 を持 ってい るのですか。

仕事 ではいろいろなチヤソスに恵まれて

いて，幸 せそ うですか。あなたは ご主人

とその仕 事を誇 りに思 ってい ますか」

「私 ，主人 の仕 事についてはあ まりよ

［互］

く知 らないん です 。」

「真剣 に聞 いたことが あ りますか。 １．ｌｌ

事が どんなふ うにい ってい るか，気づか

った ことが あ りますか。 ご主入が仕事 に

ついて話 し始 めた時，興味を示 しま した

か。それ とも子供 の問題や 自分の関心事

に熱中 してい ま したか」

しば ら く考え込んでか ら， ジ ェニーは

自分の無関心が夫 の無 口の原因で あると

認め ま した。心 の通 じた話 し合 いを始 め

るには，心か ら関心 を もつ ことです。人

は，興味 を持 って聞 いて くれる人 がいな

けれ ば話 したが らない ものです。

ち ょっと したま じめな質 問で会話 を始

めて一ドさい。 それ か ら意識 的に相手 の話

を聞 くよ うに訓練 しま しょう。 あなたが

関心 を持 って聞 くな らば， ご主人 （あ る

いは奥 さん） は驚 くほ どあなたに話 すよ

うにな るで し ょう。

また妻 の欲 しが るものを買 ってやれな

い とこぼす ご主人 は，明 らかに対 話を忘

れてい るのです。 話 しにはお金 がかか り

ません。 しか し，無視 されてい ると思 っ

てい る妻 にとって この話 しはお金で買 っ

てあげ られ る以⊥ に価値 ある ものです。

ある場合 には沈黙 も金で しょうが，意志

の疎通が必要 な時 には誤解 を招 きます。

言葉 よ りも他 のことが原因で失敗を招 く

例が多い ようです。



ほ めな いこと

セ リアは有能で，洋服 の着 こな しもス

マ ー トな女性で したが，小 さな ことを気

にす るたちで した。 今は遠 くの大学 に通

って いる子供 たちもいて，彼女 は秘書 と

して働いてい ます。セ リアの問題 とは一

体何で しょうか。

「会社のあ る男性 に心ひかれて いるん

です」

「その人 とのなれ そめは何んですか」

私 は尋ね ま した。

「彼は毎 日私 の机の ところを通 って行

くのですが，私 の仕事 や髪形，洋服 につ

いていろいろ と言 うんです。彼 に会 うと

自分 が別 人のよ うに思え るんです。私の

周 囲に彼 が来 てか ら，私 の イ メ ー ジは

１００％ 上 が ったのです」

餐 漏 、

い１『 ・多

さらに質 問を続け ると，セ リアは夫 と

うま くい ってい ることがわか りま した。

「私 は主人を愛 してい ますわ。で も主人

は私 をよ くして くれた ことなんてないん

です。私 をよ くしよ うなん考 えていない

らしく，時 には私 のよ くない所 ばか り気

がつ くんですよ」

「ご主人 があなたのよ くない点 に気 づ

か れた時，軽 く受 け流 していますか」

「ええ， たいていはそ うしてますの。

私 がいいことを した時 で も，主人 は何 に

も言わ ないんです。私 が髪形 を変 えて も

気 がつ かない し， どんな格好 を していて

も平気 なんです。新 しい香水を使 って も

なんですよ。」

その後，私 はセ リアの夫 と話す機会が

あ りま した。 とい うのは，夫 のジ ャ ック

はセ リアが会社でだれかに心ひかれてい

る らしい と心配 にな ったのです。

「セ リアは，私 が彼 女のすべてに感謝

している ことを知 っているんです。彼 女

の欲 しが るものは買 ってやっています。

我 が家 には欠 けている ものは な い ん で

す。彼 女は自分 の車 も持 っています。 女

性 は この他 に何 が欲 しいんで しょうか」

夫 のジ ャックは こう言 いま した。

「セ リアは， 自分 が思 いを寄せ ている

人 か ら与 え られ ている もの， そ してまさ

にあなたが見落 して いる ものが欲 しいん

ですよ。恐 ら くあな たは彼女 に気をつか

ってい るので しょうが，彼女 の方で はあ

なたが 自分の存在す ら認めて くれ ないと

思 っていますよ。 なぜ だ と思 い ますか。

あなたが話 しかけないか らです。 女性 と

い うものは，結婚前 に相手か ら言 われた

ほめ言葉 が，結婚後 もず っと繰 り返 し口

に出されない と心配 なんですね」

現在 ジ ャックは彼女 のよい点 を言 うよ

うにな りま した。彼 の言葉 はただのお世

辞 ではな くすべ て本 当の ことです。 しか

し，以前 には口には出さな くと も当然 わ

か って いると思 っていたのです。

セ リアの心 はだん だん元気 にな り，夫

も彼女 を見直 しま した。今 このカ ップル

には再 び希望 が出てきま した。

あま りに も多 くの結婚が怠慢に よって

破 たんを招 いて います。結婚 は単 なる一

人 芝居で はないのです。夫 も妻 も，互 い

によい点を ほめ合 う必要が あ ります。毎

月 ， ７回ずつで はな く７の７０倍 もです。

共 に祈 らな いこと

も しネ リーとル ーに剣を持 たせていた

ら，血 の海 と化 していた ことで しょう。

ネ リーは こう言 い ま した。 「もうお しま

いですわ。 で もル ーは， とにか くあな た

の所へ行 こうと言い張 るんです。切れ た

ものを元通 りに しよ うと思 って もあま り

効果 はない と思い ます よ」

そ こで私 は言 いま した。 「あなたた ち

の別 れ話 には全然関係 ないんですが， 今

私 は心 の中に一枚 の写真 を思 い浮 かべて

いるん です よ。 とて も幸福 そ うな花嫁 で

あま りにも清 らか な恋のために彼以外 の

人 は考え られ なか ったのです。 またその

若者は 「はい⊥ とい う誓 いの言葉 の時 に

美 しい花嫁か ら片時 も目を離 さなか った

のをおぼえてい ます。 あ なた たち もこん

なふ うに幸せな時があ ったことを思い出

して下 さい」

「ええ，で も今ではすべてがお しまい

なんです。 お互 いにていねいな言葉使い

さえで きな くな ってい ますの」ネ リーが

言い ま した。

「そ うですか。 当時はあなた方 も幸 せ

で したね。 そ して神殿 の儀式 を終え られ

た時 ， ２人共将来 の ことについて非常 に

霊感 を受 けたと思 います。受 けた忠 告を

心 に留めて，一緒 に祈 られま したか」私

は尋 ねま した。

「ええ しま した。で も長 くは続 きませ

んで した」

「互 いに手 を取 り合 って祈 り ま し た

か。 そ して問題 のある時 には，主 の助 け

をお願 い しま したか」
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次 にルー と話 しま した。 「はい先生 ，

私 たちはよ くや りま した よ。先生 が何 を

言 わん と してい るか もわか る つ も り で

す。次 にあなたが聞かれ ることは，現在

の ような結 末 に到 らない よう，なぜ主 に

助 けを求めてお互いのみぞを な くす よ う

に しなか ったのか とい うので しょう。 ど

うですか ？」

「あ る意味でね。 私が お聞 き したい の

は，いつ頃 どのよ うに一緒 に祈 ることを

やめて しまわれたか とい うことです」

「話 せば長い ことですが，一緒 に祈 ら

な くな ってか ら確か に私 たちには深刻 な

問題が起 きてい ます ね。家庭 にお ける神

権者 と して，私 はあま りに も多 くのこと

に無頓着で， うかつ だったことを認 めざ

るを得 ないんで す」

「御二人 に正直 に答え て もらいたいの

ですが， もし結婚 当初 のよ う な 幸 福，

愛，信頼，親 しさが持て ると した ら，欲

しいで すか」

「先生， それ はつ らい質 問です わ。 も

しとい う条件 がつきます けれ ど，答 えは

もちろん ｒはい』 ですね。 で もおそすぎ

ると思 いますわ。特 にすべてを話 し終 っ

た後 ではね」 ネ リーはお どけたよ うに言

いま した。

「ネ リーにル ー・， あなたた ちは した く

ない と思 っていた ことを した ことがあ り

ますか。答 え るまで もな く，私たちはす

べ てそれを してい るのです。 主が これ ら

の ことを きれいにぬ ぐい さりもはや忘れ

去 って下 さった らと思いませんか」

「先 生，私た ちがそ うしたいのはおわ

か りで し ょう？」ル ーが言い ました。

「それでは，あなたた ちにその気が あ

り，主 が二人 のな した ことに寛大 なみ心

を示 して下 さると期 待 してい るのな ら，

お互いがな して きた ことを許 し合 い忘れ

るとい うのは無理 な要 求で しょうか。 私

と一緒 にひ ざまついて祈 り，主に私た ち

１０
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の罪 を許 して下 さるよ う，また私 たちが

お互 いを許 し合 う力を与えたま うよ うに

お祈 りしてみませんか。

同時に，あなた方 が神 との誓約 と結婚

の誓約を尊ぶよ う，今一度その機会を与

えて下 さることをお願 い し， もしみ心で

あれば，常 に祈 りの中に ２人で主を求め

ることを約束 しよ うではあ りませんか。

最 後 に一言 。あなた方の結婚 において

主は常 にすば ら しいパ ー トナ ーだ とい う

ことを忘れないで下 さい。主は求め られ

るまで黙 ってお られ ます。 しか し，いつ

まで も喜んで助 けよ うとされてい るので

す。あ なた たちの結婚生活で いつ も主 を

パ ー トナ ーに して下 さい」

相手の要求を感 じと った り，満た さな

いこと

大つぶの涙が きれ いな彼女 の頬を伝わ

って いきま した。 「もっと良 い家や，他

の人が持 って いる ものを買 う余裕がな い

ことなんて平気 なんです。文句を言 った

こともあ りません。 それ どころか，私 は

主人を喜 ばせ よ うと，朝 は暗 い うちか ら

夜 は暗 くなるまで働 くつ もりで した。 で

もたった一 つ，私 には必要 な ものがあ り

ます。 それ は自尊心です。 自信 と呼 んだ

方 が良 いのか もしれ ませ んが，少 な くと

も私 はそれ を失 って しま ったのです」

結婚後わずか ３年 しか たっていない２４

才 のル スは離婚 しよ うと して いま した。

「私は， 自分が良 い妻， またすば らしい

，§
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母親 であ り，人生 において少 しは成功 し

たとい う確信 が欲 しいのです。 少 しで も

いいか ら， ドソにそ う言 って欲 しいので

す」

また， ジ ェラル ドが私 の事務所 を尋 ね

て来 て，妻 の ビッキーについて次 のよ う

に言 いま した。 「先生 ，私 は人食 い人種

ではあ りませんよ。妻 に私の ことだ けを

考 えろ と言 ってい るのではないんです。

私 は家族 を愛 しています。 これ こそ男 と

女を結びつけ るきずなだ と 思 う ん です

よ。 それなの に， ビ ッキ ーはただ私を払

いの けるだ けなんです。私 はビ ッキ ーが

い とお し くて仕方 がないのに， どう した

ら良いので し ょうか」

３２才のバ ーナ ドはこう言 ってい ます。

「私 はいつ も父 と弟た ちと共に狩 りに行

くんですよ。 たいてい 含～ ３日のことで

すけれ ど， これは家族 の きずなを強 め る

ものですね。 狩 りを しない時は妻 と子供

と過 ご したい と思 って計画 したのです け

れ ど，彼 女はがん固で私 のことなんて少

しも考えないんです よ」

テ レサ は魅力的 な金髪を した２７才 の女

性です。 「先生，女性が週 に １度美容院

に行 って髪をセ ッ トす るのはいけないこ

とで し ょうか。家以外 には借金 がある訳

では ない し， いつ もお金 を貯 めて行んで

す。 ダグはボー トや鉄砲，つ り道具 まで

持 って いるん です よ。私 は週 に １度髪を

セ ッ トす るのが楽 しみ なんです。私 はわ



が ままで し ょうか。彼 は私 が ムダ使 いを

して るとい うんです。 この問題 は私た ち

の 結婚 をおびやか してい るんです。」

「ばかな と思 い ますか。 しか し，船底

・につ く甲殻 類の ように， ささいな もので

も積 もり積 もると害 になるのです 。」

アルバ ー ト・アイソシュタイソの妻 は

ア イソシ ュタイソの相対性原理 がわか り

ますか と尋 ね られて こう答 えま した。

「いいえわか りませ ん。で もアルバ ー ト・

アイソシ ュタインの ことはわか ります。」

相手 の要求 が愛情 で あ れ，感 謝 ， 自

信 ，心 づか い， あ るいは夕食 に特別なお

皿 を使 うことであれ，よい伴 侶であれば

相 手 が特 に望 んでい ることを察 して，満

たそ うとす るものです。 真実 ，人 はパ ソ

の みで生 きる者 でな く， 自分 の ことを思

って くれ る伴 侶か ら心を満た されて生 き

て い ることが多 々あ ります。

愛を示さない こと

妻か ら離婚を求め られていた男 が，裁

判 官になぜ妻 を愛 してい ると言 わなか っ

たのか と尋 ね られ ま した。彼 は愛 して い

ると言 った と答え ま した。

「いつですか。」裁判官 が聞 きま した。

「結婚 した時です。」恐 らく，それ以来

彼 は一度 も言 った ことがないのだ と思 い

ます。すべての もの は平凡で古めか しく

な る ものですが 「愛 しているよ。」 とい

う言葉 だ けは例外です。女性 は （そ して

男 性 も）， この言葉 を何度 も繰 り返 し て

聞 きたいと思 ってい ます。い つ も確 かめ

たい と思 ってい ます。

この場合 のように，夫 がいつ も愛 の言

葉を繰 り返 して いなけれ ば，沈黙 の愛 は

失われ て しまいます。

「彼 が私 を愛 して くれているのはわか

ります けれ ど， ど うして言 って くれない

ので しょうか。」そ うです。私 たちは常 に

愛 の言葉 を繰 り返す のです。

男性 にとって よい方法 は，昼闇 ，家 に

い る妻に電話 をか けて，愛 してい るよと

い う簡単 な言 葉をか けることです。 ち ょ

っと試 して ご らん なさい。 いつ もあなた

が妻 のことを考えていて，他 のだれ より

も妻 と一緒 にいたいと思 っている ことを

彼女 に示 した ら， どんな反応 を示 すと思

いますか。

男性はみな妻に対する 「女王賞」に参

加 しなければなりません。次のようなこ

とが らがあなたの妻に合 うかどうか検討

してみて下 さい。

よいふるまいの女王 ：失意の時にも楽

しくふ るまうことに対 して。私はバレソ

タイソ ・デーによくプレゼソ トを忘れる

ため，妻はそのかわ りに接ぷんを受けま

す。

手紙書きの女王 ：学校や伝道，軍隊で

家を離れている子供に対 して。

指揮の女王 ：最も交通量のはげ しい我

が家を⊥手に指揮 しているこ と に 対 し

て。

製作の女王 ：忙 しい父親の助けを当て

にせず， しかも文句 も言わずに子供たち

によい結果をもたらしていることに対 し

て。

服飾の女王 ：卒業式，ダンスなどいろ

いろな服をデザインし製作することに対

して。

わき役の女王 ：教会でもまた 社 会 で

も，私の責任を心か ら不平も言わずに助

けて くれることに対 して。

現代における最大の誤まりは，男性も

女性 も結婚 したらそれ以後幸福に生涯を

送るという考え方です。事実，最初はお

互いにいわゆる愛で心ひかれます。それ

か ら二人 は結婚 して，愛の生活を築いて

行こうとします。 しか し真実で，絶える

ことのない意義ある愛は，突然生まれる

ものではありません。

愛は，結婚式で交わす誓約 と約束 とい

うしっか りした土台の上に築かれなけれ

ばなりません。そしてその後は，着実に

一歩ずつ，愛の行為 とやさしみ，人を思

いやる心，自己を忘れた心を積み重ねな

がら，生涯を共にすることなのです。よ

くない結婚の危険信号を知 り，その兆候

が表われた時には治療 し，もとの健康な

状態に戻す備えを しましょう。

最後に，男性は （同 じことが女性にも

言えますが）妻から王様のように扱われ

たいと望むなら，妻を女王のように扱 う

ことです。

※

ユ タ州 オ グ デ ソ の ウ ェバ ー ・ス テ ー ト大 学

第 ２ワ ー ド部 監 督 を し てい る リソ ゼ イ ・Ｒ

・カ ー テ ィス博 士 は ， 婦 人 科 医 で あ り， 新

聞 に も医 学 問 題 を執 筆 し てい る。
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神 会 の 真 の 知 識

リチ ャー ド ・０ ・コ ワ ン

の属性 と性格を正しく理解することは真の宗教の根本

神
であ る。主 は古代の イス ラエル人に 「あなたはわた し

のほかに，なに ものを も神 と して はな らない」 と 命 じ られ

た。（出エジプ ト２０：３） またキ リス トは神 を知 る ことと永遠

の生命 の偉大 な賜 との関連 を述べ られた。 「永遠 の命 とは，

唯一 の， ま ことの神 でいますあなた と， また， あなたがつか

わされたイエス ・キ リス トを知 る ことであ ります 。」（ヨハネ

！７：３）ジ ョセブ・ス ミスは この末 日に，私 たちの信仰箇条 の

第 １条 が神会 を信 じる信仰 であ り，福音 の第 一原 則が 「主 イ

エス ・キ リス トを信 じる信 仰」であ ると教えた。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会は新 約の時代に神について

の真 理が平易 に，美 し く， また力強 く教 え られた と確信 して

い る。聖 な る権能 と啓示が教会に与 え られな くな り，背教 の

暗 黒が地上をおお った時， この真理は失われた。 御父 と御子

が１８２０年 にジ ョセ フ ・ス ミスに現われた まい，時満 ちた る神

権時代が始 まって初めて この知識 が再び人 々に知 らされた の

で ある。

神会の三 方 は別 々の御方 であると新約聖書 に明 らか に教え

られて いる。 たとえ ば， イエスがバ プテスマを受 け られた時

「……天が開 けて，聖霊が ……姿 をとって……下 り， そ して

天か ら声 が した ｒあなたはわた しの愛す る子， わた しの心 に

か な う者 であ る』」（ル カ３：２１－２２，マ タイ３：１３－１７および

マル コ１：１０－１１参照）

ジ ョセ ブ ・ス ミスは この ように語 った。

「は との しるしは世界 の創 造以前 に聖 霊の象徴 として定め

られた。悪魔 はは との しるしを とって現われ ることはで きな

い。聖霊 は一人 の御方 であ り，人の形を して おられ る。……

聖 霊 はは とにな ることはで きな いが，そ の行為 の真実性を知

らせ るた めに，は との しる しが ヨハ ネに与え られ た……」１

バ プテスマ は現在，御父 と御子 と聖霊 との御名 によ り行 な

１２

われてい る。１８４３年 主はジ ョセ ブ ・ス ミスに神会について次

のよ うに教 え られた ：

「御父 は，人 間の有す る肉体 と同 じく触知 し得 る骨 肉の体

を有 した もう。 御子 もまた然 り。 され ど，聖霊は骨肉 の体を

有 ちたまわず して霊の御方な り。 もし然 らず とせ ば，聖霊わ

れ らの中 に住みた もうこと能わ じ。」 （教義 と聖約１３０：２２）

「神は 自分のか たちに人 を創造 され た。す なわ ち，神 のか

たちに創造 し， 男 と女 とに創造 された。」（創世１：２７， ヘ ブ

・レ１：１－３参照） キ リス トとすべて の人 は神 のか たちに創造

されて いる。 キ リス トは復活後，使徒 たちに骨 肉を有 する御

自分 の体 をさわ らせ たまい，御 自分 が霊 だけではない とい う

ことを彼 らに悟 らせ た もうた。

「…… イエスが彼 らの中にお立 ちにな った。 そ して ｒやす

かれ』 と言わ れた。彼 らは恐 れ……霊を見てい るのだ と思 っ

た。 そ こでイエスが言 われた ｒなぜ お じ惑 ってい るのか。 …

・・わた しの手 や足 を見 な さい。 ま さし くわた しなのだ。 さわ

ってみな さい。霊 には肉や骨はないが， あなたがたが見 ると

お り，わた しにはあ るのだ』」 （ル カ２４：３６－ ３９）

新 約聖書 にはキ リス トの栄光 につ いて数 々の証 拠が ある。

ペテ ロ，ヤ コブ， ヨハ ネが キ リス トの変貌を見 た時，パ ウ ロ

が ダマス コへ の道 中に改宗 した時， また ヨハ ネが黙示 を受 け

始め た時，皆 キ リス トの栄光を偉大 な光 と輝 きという言葉 を

もって語 って いる。

御父 の指示 の もとに働かれ る私 たちの救 い主 は，神 と人 と

の間 のただ一人 の仲保者 であ られる。 パ ウロはテモテへ の手

紙 で このよ うに言 って いる。 「神は唯一 であ り，神 と人 との

間 の仲保者 もただひ とりであ って， それは人 な るキ リス ト ・

イエスである」 （１テモテ２：５） それゆえ，主は弟子 たちに

イエス ・キ リス トの御 名によ り直接 御父 に祈 るよ う特 別に教

え られた。



初期の教 会が啓示 によ る導 きを得 られな くな った時， これ

らの根本の真理 は失われ た。異教徒 の哲学 の影響を受 けて，

キ リス ト教徒の思索家た ちは， どのよ うに考えれば キ リス ト

教 徒が神会 の三 方を認めなが ら同時 に唯一 の神 を拝す る一神

教信奉者 になれ るか説明 しよ うと した。 そ こで数 々の解釈が

下 され た ：

養子縁組説を となえ る者は，キ リス トは神 の御子 に養子縁

組 され，神 にまで高 め られ たほど完全 な神性 を もってお られ

たが単 なる死すべ き人 にす ぎないと考 えた。

三位様式説 者は，神は ただ一人 の御方で あるが，役者 のよ

うに相次 いで御父 と御子 と聖霊 の役割 を演 じた も う と 考 え

た。

紀元 ３２５年， コソスタンチソ大帝 によって召集 されたニー

ス の会議で，神 につ いて の伝統的 なキ リス ト教 の教義 の基礎

が置かれ た。 ニース の信経 の一節 は次 のとお りである ：

「われ らは， ……父 なる唯一 の神 と，……父 の本体を有 し，

……父 の生みた まい し神 の子 イエス ・キ リス トなる唯一 の主

……を信ず」２

後 にアタナシウス の信経 は同 じよ うな教義 を明 ら か に し

た ：

「カ トリックの信 仰 は， そのペ ル ソナを混同 する ことな く

またその本体を分つ ことな く，唯一・の神を三位 において， ま

た三位 を一体 において礼拝す ること これ な り。何 となれ ば父

と子 と聖霊 との神性 は一 に して……」３

キ リス トの人間性 と神性 につ いてあ る混乱 を 生 じ，紀 元

４５１年 ，カル ケ ドンの会議 で， キ リス トは生誕以前 には二性，

生誕後 には一人格 を持 ちた もうと決 め られた。個性 を持 って

お られ る神 とい う考 えが しだいに失 われてい った。 む しろ神

は全宇 誼に満 ちる 「原動 力」 あるいは力になった。英 国教会

の信条 は このよ うな考え方 を次 のよ うに述 べてい る。 「永遠

に して，体 な く，手足 な く，感情 な く，……生 け る真の神た

だひ とりあ り。」４

人 々が神 の公平 さを力説 し始 め，また神 を審 判者 として恐

れ始 めた時 に もう一度教義 は変え られた。 神の個性 に関 して

は っき りとはわか らな くな り， この ことに よって人 々は愛情

深 い御父 としての神を忘 れ るよ うにな った。 そして入 々は神

と人 との間 のへ だた りを埋 め るべ く，仲介者 として働 く 「聖

人 たち」 へ心を向 け始めた。

あ る宗教改革者 たちは神の愛に再 び関心を向 け た け れ ど

も，神 の個性に関 して正 し く完全 な理解を回復す ることはで

きなか った。

これが宗教上 の混 乱の背景 であ り， これによ ってジ ョセ ア

・ス ミス はまず聖書 に心を向 け，次い で 「いずれの教会が本

当の ものか。いずれ の教会に加入すべ きか」 との疑問に答え

てい ただ くために祈 った ので あった。 彼 は 「神 に願 う」 た：め

に森に入 った時，彼 の信仰に よる単純 な祈 りが福音 の新 しい

神権時代 の始め とな り， また神会 の真 の知識が回復 されるも

とになろ うとはまった く考え なか った。彼 の最初 の示現 は歴

史的 な事柄 であ り，彼 はこの ように記 してい る ：

「……私 は自分 の真上 に太陽 に も増 して輝や く一 つの光 の

柱 を見 た。 そ してその光 の柱 は次第 に下 りて きて，光 はつい

に私 の上 にふ り注 いだ。 ……その光 が私 の上 に留 った時，私

は筆紙 に尽 し難 い輝 きと栄光 とを有 ちた もう二人 の御方 が私

の真上 の空 中に立 ちた もうのを見 た。 そ してその中のお一人

が私に言葉 をか けて私 の名を呼 びたまい，他 のお一人 を指 し

て 「こはわが愛子 な り，彼 に聞 け」 と仰せ られた。」 （ジ ョセ

ブ ・ス ミス ２：１６，１７）

この一度 の経験 で， い くつかの真理 がジ ョセ フ ・ス ミスに

明 らか にされた。

Ｌ 神会 を成 す方 々は三人 の別 々な御方 であ る。

２． 御父 と御子は実 際の体 を持 たれ，人 はそのかた ちに創

造 されたのであ る。

３． 御二方 の栄光 と輝 きは筆紙 に尽 し難 いが，ジ ョセ フは

神会 の三番 目の御方 であ る聖霊 によ り御二方 を見 ることがで

き，また彼 が見 た ことの真理を記 録す ることがで きた。

「御父 と御子 は互 によ く似 た栄光 あ る二人 の御方 であ った

とい うことを……聖霊 が （あの神聖 な出来事 の時 に も力を感

じさせ た）彼 の心に記憶 させ た もうた。」５

「神はその聖 き ｒみた ま』によ り， すなわち聖 霊の言 い尽

し難 き賜によ りて，世 の始め より今 日に至 るまで嘗て表 した

まい しことな き知識 を汝 らに与 えた まわん」 （教 義 と 聖 約

１２１：２６）

４ 御子 は御父の指示の もとに働かれ る。

５． 人 々はいかな る仲介者 もな しに直接 神に祈 り，答えを

受 けることがで きる。

注 １．

．２．

３，

４．

５．

「予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え 」， ジ ョセ フ ・フ ィー ル

デ ィ ング ・ス ミス 編 Ｐ２７６ （英 文 ）

Ｂ ・Ｈ ・ロパ ー ツ， 「宗教 歴 史 梗概 」第 ４版 ， 末 日聖 徒

イ エ ス ・キ リス ト教 会 ， １９２４年 ， Ｐ１８９ （英 文 ）

Ｂ ・Ｈ ・ロバ ー ツ， 「宗 教 歴 史 梗 概 」 Ｐ１９０ （英 文 ）

Ｂ ・Ｈ ・ロパ ー ツ， 「宗 教 歴 史 榎概 」 Ｐ１９１ （英 文 ）、

ブル ー ス ・Ｒ さマ ッ コ ソキ ー ， 「モ ル モ ソの 教 義 」

Ｐ２８５－ ２８７ （英 文 ）， （モ ー セ １：１４， １５参 照 ）
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約束を守る

灘 、

協

日 曜学 校 中央 管 理 会 長

デ ビ ド ・ロ ー レ ン ス ・マ ッケ イ

の暑 いあ る日のこと， デビ ド・０ ・マ ッケイは畑 で干

夏
草を運んでいる父のデビ ド・マッケイを手 伝 って い

た。彼が囲いをとりつけた荷馬車を干草の山の 間 に乗 り入

れ，彼の父が馬車に干草を積み上げた。二人は手順よ く働い

てもうほとんど積み上げて しまい畑の土の上の干草はきれい

にな くなって いた６その頃は什分の一が金銭ではな く農産物

で納められていた。九番目の干草の山を積み終ろうとする時

デビ ド・０ ・マッケイは次のものは什分の一のための干草で

あることを知っていた。二人が働いているその畑は低地で少

し湿らぽいので牧草があまりよくなかろた。 しか し畑の高い

部分では上等な干草がとれ るのだった。

「什分の一のために高い方の畑へ馬車を運びなさい」とデ

ピドに父が言った。 「あそこの干草は上等すぎますよ」 と低

地の畑で働いていたデビドは什分の一の分も他の干草 と同じ

ものでかまわないと言 った。 「いや，主に納めるのだから最

も良いものをとりなさい」と彼の父が言った。

それで畑の最 も良い十番目の干 し草の山を什分 の一 と し

た。これは今まで聞いたどんな什分の一の説教にもまさった

教えだった。このことはかれの父親が年若いデビ ド・０ ・マ

ッケイに，義務を果たすためには数マイル余計に行 くこ と

も大切なことを教えこんだ ことを物語っている。父 も息子 も

什分の一はお くりものではなく，私たちが主に対 してすでに

約束 した事柄に対 して当然支払 うべ きものであることを理解

していた。デビドはその日，約束は十分にしかも喜んで果た

され るものであることを学んだのであった。それは文字 どお

り約束が成就ずるこど以主 のものだった。 自分の義務を完全

に果たレ，約束を必ず守ることはデド ド・０ ・マ ッケイの生

涯 を とお しての主義のマつ とな った。 「慎んで義務を果たす
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こと」 につ いて彼 はよ く説教 を した。義務 は彼 にとって，天

父 と自分 自身に対 しての約束 と同様 に守 られ るべ き ものだ っ

た。 も し彼がなすべ きで あると感 じた ら， いか なる楽 しみ も

かえ りみず，彼が なそ うと思 った義務 をわ き目もふ らず にな

し遂 げるの だった。彼 は， 口約束 だか らといって 契 約 を 破

り，不完全 な文書 を約束 の唯一 のたよ りとす るよ うな人 々に

はがまんができなか った。

彼 と会 う時 聞を約束 す ると，彼 は必ず それを守 り他 の人 も

そ うす ることを期待 した。彼 が ヨー ロ ッパの伝 道部 を旅行 し

た とき，私 は ６週間彼 といつ も行動 を共 に した。私 は彼 が ８

時３０分 に約束 した らそれ は ８時３１分 を意味 す るのではない と

い うことがす ぐにわか った。

マ ッケイ大管長 は，子供 が大人 の模 範を見てその とお りに

まねす るので，子供 との約束 が守 られ ることの大切 さを特 に

心 にか けていた。

あ る日デ ビ ド・０ ・マ ッケイは 日曜学校 のクラス教師 と予

定の時刻に彼の事務所で その クラスの生徒 たちと握手をす る

ことを約束 した。 しか し，約束 を して いた 日に急病 で病院 に

行 くことになったので クラス の生徒 たちはが っか りした。彼

は約束 を守 るために退院 して，最初 の 日曜 日にその 日曜 学校

に行 ったので 日曜学校管理会 長はあ然 としたのであ った。

ロソ ドソで一人 の少 女が人 込みをかきわけてや って きて，

彼 にサイソ して もらえ るか どうかたずねた。彼は承知 したが

その少 女は，彼 と握 手を しよ うとして きた大人の人 々にわ き

にお しや られて しまった。マ ッケイ大管長は その少 女を見つ

け出 したい と思い数時聞かか って と うと う彼 はそ の少女を さ

が しあてた。 こう してマ ッケイ大管長は その約束を果た した

ので あった。

私たちはあ る日，マ ッケイ大管長を食事会 に招待 した。私

の兄弟の一人， レウ リソ もお客 と して招 かれ た。彼 は移民 し

て きた姉妹 と約束 して いた時間 に遅 れてい ることに気 がつい

たが， その姉妹 は待 って いて くれ ることを彼 は知 っていた。

彼 は，父親 との食事会 の方 が大 切だ と考 えたのだ った。マ ッ

ケイ大管長 が これを聞いた時， レウ リソは食 事をす ぐやめ さ

せ られた。 「あなたは彼女 との約束 を守 るべ きです。 ここで

何 を してい るのですか。 早 くしなさい。」 レウ リソは，彼女
お

は 自分が遅れてい くことを理解 して くれ るだ ろ うし，家 にい

るのだか ら迷惑で はない と説明 した。

「それ は言 いわ けになりません。約束 は守 らな くて はいけ

ない。 自分 の言葉 に責 任 を持 つのです。」 レウ リソはその 日

おい しい デザ ー トを食べ そ こねたのであ る。



ロ ザ リ ン ド ・Ｒ ・ ド ラ パ ー 作

か しあ ると ころに， ほん と うに か わ い ら し
む
い， ちい さな おん なの こが いま した。

あ る 日， おか あ さん が， そ の こにい い ま した 。

「ア ッコち ゃん， あ さ ごはん をたべ て， あなた のだ

い す きな， およ うふ くを きな さい。 き ょ うは， ど う

ぶ つ えん に い くのよ。」

ア ッコち ゃん は大 きな オ レ ンジい うのみず た ま も

よ うの， きいろ くてか わい い よ うふ くを きま した。

それ か ら， ア ッコち ゃん とおか あ さん は， ちい さな

て とお お きなてを つ ない で， バ スのて い りゅう じ ょ

の ほ うへ， あ るい て い きま した。ふ た りはおお き な

きい ろの バ スが くるまで， ち い さな きい ろのベ ンチ

に ， すわ って ま ちま した。

ど うぶ つ えんで， ア ッコち ゃん は， わ らって いい

ま した。 「ママ， みて 。 キ リンよ， くびが なが くて

ほ そいわ 。」

「キ リンは， きのは をた べ られ るよ うに， ほそ い く

びを して い るの よ。」 とおか あ さん が こた えま した。

ア ッコち ゃん は， みず のなか に た ってい るカバを

みて， くす くす わ らいま した 。 「みて， カバ の くび

は なが くな い し， ほ そ くない わ， み じか くてふ とっ

て る。 それ にあん な にみ じか い しっぽ 。」

「そ うよ， カバ はみ じか くてふ と った くび で， あの

お お きなあ たまを， さ さえ て い るのよ。」

さ るのお りの と ころに きた と き， ア ッ コち ゃん は

て を たた いて｝ さ るをゆ び さ しま した。

「ママ， みて お も しろいお さる さん 。 しっぽは み じ

か くないわ 。 とて もな がい し っぽ よお さ るさん はな

が い し っぽ で， ブ ラン コす るの ね。」

ア ッコち ゃん は， へ びを みて， こえを は りあ げま

した。 「へ び の しっぽ は， なが く もない し， み じか

くもないわ 。か らだぜ んぶ が， しっぽみ た いね」

おか あ さんが， わ らって いい ま した。 「へ び は し

っぽが ない の よ， ア ッコち ゃん 。で もあな たのい っ

た と うり， しっぽみ た いね。 へ び には あ しが ない の

で， つ ちの うえ を， は って あ るか な くて は な らな い

の よ。」

そ のひ のよ る， ア ッコち ゃん は， グ リー ンの大 き

な か めの もよ うのつ い た， 小 さな ピンクのパ ジャマ

を きた とき， か がみ を みて いい ま した。

「わ た しの くびは， なが くて ほ そ くない わ。 わた し

は きか らはを と って， たべ な くて もいい の。

わた しの くび は， み じか くてふ と くな い し， お お

きな あたま を， ささえて い ない わ。

ブ ラン コす るのに， ながい しっぽ はい らない。 わ

た しはあ しで ブ ランコを， そ らたか くこげ るわ。

わ た しは， か らだぜん ぶが しっぽ の よ う で は な

い わ。 あ しや うでが あ る もの。 わた しに は， ふ た つ

の あ しが あ るか ら， つ ちの うえを， は って あるか な

くて もいい わ。

わた しは， お お きな おんな の こで はな いけれ ど，

あ か ち ゃん で もない 。 わた しは ちい さな ア ッコよ。

わ た しは ほん と うに， わ た しで よか った。」

子 供 の ペ ー ジ １



ひ い

お じい さん

マ ク ドガル の

バ ツグ パ イプ

ロ ザ リー ・Ｗ ．・ ドス

膨 ２
し ６

ソガス ・一マクグレゴーはすば ら しいで きばえで 自分 の

ア 演奏を おわ りま し
た。

バ ッグパイ プ （風笛） のコソテス トはおわったのです。

ジ ェ ミー ・マク ドガル にとって もコソテス トはおわ りま し

た。 ジェ ミーはコソテス トで最善 をつ くして吹奏 したので し

た。で もジ ェミーはアソガスのよ うに じょうず に吹 けませ ん

で した。

アソガスはス コッ トラソ ド高原地方 で一番 上手 にバ ックパ

イプを吹奏 しま した。 た った数分で，ジ ェ ミーが思 った とう

りアソガスが勝抜 き者 であ るとの審査 がな されま した。今，

アソガスはグ ラス ゴーの決 勝戦 に出場で きる名誉を得 たので

す。 アソガスが グラス ゴーで勝 ち抜いた時 には，それは公式

の もの とな るので した。ア ソガスは この高原地 方で最 もじ ょ

うずな子供 のバ ッグパイ プ奏者 とな るのです。

みんながア ソガスの まわ りに集 って きて おめで と うと言い

ま した。かれ とアンガス とは仲良 しで あ り近所 ど う しで し

た。

ジ ェ ミーはアソガスの ところに話 しに行 くまえに， のどに

ひ っかか って いるわ だか ま りを ぐっとのみ こまねばな りませ

んで した。 ジ ェミーは言 いま した。 「アソガス，君 がグ ラス

ゴーで優勝で きるよ う祈 って るよ。君 な らやれ るさ。」

「あ りが とう，ジ ェ ミー，で もぼ くはやれ るか どうかわか

らない 。」 とアソガスが答 えま した。

「え っど うして」 とジ ェ ミーはお どろいてたずね ま した。

「このバ ッグパイ プは もう古 くて もたないか も知 れないん

だ。」 そう言 った アソガスはジ ェ ミーに そ のバ ッグパイ ブを

さ し出 して見せ ま した。

２ 子供のページ
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「かわが古 びて弱 って るか らも うやぶれて しまいそうだよ。」

「なぜ それがだめ になるまえ に新 しいバ ッグ ・パイ プを買わ

ないの 。」 とジ ェ ミーがたず ねま した。アソガス は悲 しそ うに

頭 をふ りました。「良 いバ ッグ ・パイプは値段 が高 いよ。」そ

うい ってか らア ソガス は顔を あげて 「で も優勝の リボソとい

っ し ょに賞金が もらえ る。ぼ くが も しグラス ゴーの大 きなコ

ソテス トで勝て ば新 しいバ ツグ ・パイ プを たぶん買え るよ」

と明 る くいい ま した。

ジ ェ ミーは自．分のバ ッグ ・パイ プを見 ました。それは ひい

お じい さんマ ク ドガルのバ ッグ ・パイ プで した。それ は銀色

あ 金具 がついてマ ク ドガル家をあ らわす色で袋 のところが飾

りつ けて ある美 しい楽器で した。 マク ドガル家か らはいつ も

この高原地 方の最 も優秀 なバ ッグ ・パイ プ奏者が出てい ま し

た 。 この古 くて立源 なバ ッグ ・パイ ブはグラス ゴーのパ レー

ドでなん ども吹奏 された のです。で もき ょう，ジ ェ ミーはこ

の伝統あ るマ ク ドガル家 の名誉を保つ ことがで きなか った の

で す。 ジェ ミー信マ クグレゴーにまけま した。 も しマクグ レ

ゴーが友だ ちではなか ったな ら何 も問題はなか った のです。

ジ ェ ミーは不愉快で した。

ア ソガスの母 親 マ クグレー夫 人が 「ジ ェ ミー， ホ ッ トケ

ーキ とビス ケ ッ トがあ るの， ど うぞ家 にい らっ しゃいな。」

と言 ったのでそれ までジ ェ ミーの思 っていた ことは 中断 され

ま した。

すばや くジ ェミーは顔 をそむけ ま した。ジ ェ ミーはそ のお

祝 いの会に出た くあ りませんで した。ジ ェ ミーが家 に走 って

帰 る途中，足になにかやわ らかい ものが さわ りま した。 それ

はアソガスの コ リー犬で，大 き くて きれいな うす茶色 と白の

ぶ ちの ラデ ィで した。ジ ェ ミーは アソガスがあ まりに も幸運

す ぎ ると思い ました。ア ソガスは き ょうバ ック ・パイ ブコソ

テス トに優 勝 し，その上 この地方 で一番 りっぱな コ リー犬 も

持 らてい るのです。 ラデ ィは優 れた牧羊犬 として何度 も賞を

獲得 してい ました。

「ラデ ィ，おまえは良い犬だよ。」 とジ ェミーは立 ち止 ま り，

犬 の頭 をなでなが ら言 い ました。．ジ ェ ミー とラデ ィは昔か ら

・
。 ・， ・● ．

秀講

の仲良 しで した。 ジ ェミーとアソガス とラデ ィはい っ しょに

よ く羊 の群 を丘 につ れていって番 を した もので した。

ジ ェミーはラデ ィを最後 にポソとたたき走 って家 に辱 りま

した。家 に着 いて入 口の ドアがジ ェミーの後で パタン と輩 じ

たとたん大粒 の涙 がほほをつたって流 れ落 ちま した。 ジ ェミ

ーは居間 のテーブル の後 の， いつ もそのバ ッグ ・パイプを讃

えて飾 って お く特別 な場所 にひいお じいさんのマク ドガルの

バ ッグ ・パイプを静 かに置 きま した。 そ してジ ェミーは泣 く

まい としてにぎ りこぶ しで 目をお さえま した。 マク ドガルの

バ ッグ ・パイプは今年， グラス ゴーでは吹 かれないのです。

それはジ ェミーが努 力 しなか ったか らではあ りま せ ん で し

た。 ただ， アソガスの方 がジ ェミーよ りず っとじょうず だ っ

たか らで した。

コソテス トの前 に，お父 さん とお母 さんがジ ェ ミーに言 い

ま した。 「ジ ェミー，一番大切 な ことは最善 をつ くす ことで

それにまさる ものは何 もないのだよ。」

ジェ ミーは最善 をつ くしたので した。 で も最善 をつ くした

のだか ら，敗 けて もよいのだ とい う気持 にはなれませ んで し

た。最善 をつ くした ことは今 のジ ェミーのみ じめな気持 をな

ぐさめて は くれ ませんで した。

ドアのと ころでひ っか くよ うな音 が し ま し た。 ラデ ィで

す。 アソガスはよ くジ ェミーを呼 ぶために ラデ ィをよ こすの．

です。 で もき ょうジ ェミーは行 きた くあ りませ んで した。

ジ ヱミーは ドアをあけて言 いま した。 「よ し，わか ったよ

ラデ ィ， ぼ く，行 くよ。 マク ドガル は悲 しい敗北者 だなんて

言わせ ないでお くれ 。」 マクグ レゴー家へ い く道 の途 中でジ

ェミーは迎 えに出て いたアン ガスにであい ました。 「ぼ くが

ラデ ィをお くったんだ。君 にたのみたい ことがあ ってね」 と

アソガスが いいま した。

「何 だいそれは。 アソガス」 ジ ェミーはたず ねま した。 ア

ソガス はこの上 なにがほ しい とい うのだろ う。 きょうはすべ

て を もらったとい うのに。

「ぼ くが グラス ゴーにいる間，君 の家 に ラデ ィをおいて く

れ ないか い。 ママは ラデ ィの世話 はよ くで きるけれ ど，丘 に

羊 をつ れて いかせ た り，散歩 させ た りす る時間 がないんだ。

ラデ ィはきみと い っし ょにい るのが好 きだよ， ジ ェ ミー。」

とアソガスがたず ねま した。

「そんな ことか」 ジエ ミーは叫 びま した。 「君 がいない盟

きみは本気 で ラデ ィをぼ くの 家 において おきたいのか い。」

「ママの次 に， きみの他 に ラデ ィを安 心 してあず けて おけ

る人はいないだ ろう。」 とアソガスがいいま した。

子供のページ ３欝 ≦≒多顕』ミ



「ぼ く， ラデ ィの世話 をよ くす るよ。 ぼ くは ラデ ィが 自分

の犬みたいにかわいいんだ もの。」 とジ ェミーが いい ま した。

「知 ってい るよ。 だか ら，ぼ くが グラス ゴーか ら帰 って き

た ら， きみ とい っしょにマ クファー ソソ家 にい って ポニーの

小 犬た ちの中か ら一番気 に入 ったのを きみ にもらってほ しい

ん だよ。」

「小犬た ちの 中で一番気 に入 った ものだって，何 の ことだ

い，ア ソガス」 とジ ェ ミーが アソガスにたず ねるとかれは説

明 しま した。 「ラデ ィは今度生れ るポニーの小犬 たちの父親

なん だ。 ぼ くはポニーの小犬 の中か ら気 に入 ったのを もらえ

ることになって いるだ。 で もジ ェミー，ぼ くは この特権 を き

み にあげ るよ。 きみは好 きな小犬 をえ らんでいいんだよ。」

「あ りが とう。 アソ ガス」 ジ ェ ミーはあ まり しあわせでな

ん といっていいのかわか らずま るでは じめ て会 ったかのよ う

に友 だちを見つめ ました。

アソガスは，ジ ェ ミーが，バ ッグ ・パイ プコンテス トに勝

てな くて どんなにが っか り して いるかを知 ってい ま した。 そ

れを 口に出 してジ ェ ミーを こま らせ ることはスコ ッ トラン ド

の家の誇 りがゆ るさず アンガスにはで きない ことで した。 し

か し，ア ソガスは深い思いや りと理解 を もって，小犬 の一 匹

をジ ェ ミーにお くるこ とによ りジ ェ ミーの心 をな ぐさめよ う

と したので した。子 犬をお くることはたいへんな こ と で し

た。 その小犬 たちは買えばそ うとうな値段ぎ つ くものです。

しか しアソガスはジ ェ ミーに小犬のお くり ものを しま した。

アン ガスはなん とすば ら しい勝抜者なので しょう。大 きな

コソテス トに優 勝 した とい うの にその勝利を誇 らず，友 だち

の気持 を思いや るほどのゆ とりが あるとは。 アンガスは敗 け

たジ ェ ミーよりはるかに立派 な勝抜者 で した。

「アソガス， ぼ くもきみに大 きな頼 みがあるんだ」 とジ ェ

ミーはいいま した。

「なん だいそれは。」ア ンガスはたずね ま した。

「グラスゴーに行 くときひいお じいさんマ ク ドガルのバ ッ

ク ・パ イプを使 って くれない。 それは家 の居 間のテーブルの

上 に さび し くおかれてい るんだ」

「きみは，ひいお じい さんマ ク ドガルのあのすば ら しいバ

ッグ ・パイプを， グラスゴーの コソテス トの ため に，ほん と

うにか して くれ るのかい。あん な立派 な楽器を使 った ら優勝

しな ければな らな いね」

「そうだ とも。 きみ にぜ ひ優勝 してほ しいな。」 とジ ェミ

ーも しあわせ そ うに言 いま した。 この時 ジェ ミーにほん と う

に心か らそ う思 いま した。

さ し絵 ：ジ ェ リー ・ハース トソ

石 あ そ び

驚

、 喜螺 竃

冶

聾

』｝マ’
・・ 欝 』 、

難 ・ 幅 履；謬

４ 子供のページ

・’ｒ 親 属

ペ ギ ー ・ジ ェ イ ゼ ル

なたは誕生 日に，お友だちに特別なプ レゼソ トをするあ

のが好 きですか。

石 にペ ソキをぬ って ご らんな さい。

まずは じめ にかわ っていてお も しろい形 の石をみつ けなさ

い。 あな たの家の うら庭か，ハイ キソグにいった とき森 の中

か小川の ほと りを さが して ご らん なさい。

道 におちて いる石 はペ ソキがぬ りやす く片側 が平 らの石 は

置 いて お くのに便利で す。表面 はなめ らかかザラザラ してい

るで しょう。 で こぼ こな もの， ひびのはい った もの，または

とが った ものな どはよ く動物 や花， またはお もしろい顔 な ど

の形 を思 わせ ます。

デザイ ソは簡単 な ものに しまし ょう。 まず は じめ にこい エ

ソピッかチ ョークか ク レヨソで， したが きをか きなさい。

速乾性 防水樹脂塗料 （高分子系か アク リル性 の もの）を用

い るのが最 も効果的です。ペ ソキは吹 きつ けるか またはラ ッ

カー仕上 げをす るとなが もち します。

小 さな石 は文鎮 と して も使 えます。大 きな石 は ドアのあお

り止 めに使え ます。 このよ うにペソキをぬ った石 は彫 刻や 置

物 のよ うでお くりものに して もすてきです。
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く して人 々の道徳 が広 く行 きわた ることを期待 して

は な らない ことを私 た ちは知 って い る」 （ワシ ン ト

ンの離 任 演説 ）

リンカー ン もま た，一 国 の強 さはそ の国民一 人一

人 の義 よ り生 じる もの で あ るこ とを知 ってい た。

「神 は この世 を治 め た も う。神 の支 配力 に信 頼 を

置 く こと， 謙 そん さ と悲 しむ 心を持 って 己が罪 を告

白す る こと， 神 を主 と して崇 め る人 々の みが祝 福 さ

れ るとい う崇 高 な真理 を 知 る こ と， これ らは我 々だ

け でな く国家 の責 任 で もあ る。」

聖書 には 「正義 は 国を高 くし… …」箴 言１４：３４）

と記 され て い る。一 国 を その ぬか るみ か ら引 きあ げ

る ことが で き るの は個人 個人 の義 によ ってで あ る。

すべ て の国家 は正 しい 信念 を持 った若者 を必 要 と し

て い る。

個 人 の義 な る力 は計 り知 る こ とが で きない 。歴史

上幾 度 とな く， た だ一 人 の人 の義 に よ って 国 が起 こ

され て きた ので あ る。

１９才 の農民 の娘 ジ ャンヌ ・ダル クは フ ランスを徹

底 的 な敗 北 のぬか るみか ら引 きあ げ， あのす ば ら し

い勇気 に よ って軍 隊 を勝利 へ と導 い たので あ る。

ニ ー フ ァイ人 の 予言者 モ ル モ ンは， 堕 落 した ニー

フ ァイ人 国家 の軍 隊 の指 導者 に選 ばれ た。彼 はわず

か １６才 に す ぎなか った が， そ の義 のゆ えに指 導者 と

して任 命 され たの で あ った 。

若 い羊飼 い ダ ビデは， 神 のみ力 を信 じて 谷へ 降 り

て行 き ゴ リア テ とい う巨人 に立 ち向 か ったの で あ る

ニー フ ァイ人 の軍 の司令 長官 モ ロナイ は， 謀 叛 の

た めに 国家が 分裂 す るの を知 って 「自分 の衣 を裂 い

て その一 片 を と り， その上 に ｒわ れ らの神 と宗教 と

自由 と平 和 と妻 子 の ため に』 と書 いて これ を竿 の先

にか け， か ぶ とと胸 当 と楯 とを 身 につ け，物 の具 を

腰 にま とい，裂 いた衣 の一片 を先 端 につ け た 竿 を

（これ を 自由の旗 と言 った）手 に持 って地 面 に ひれ

伏 し， ク リスチ ャ ンの仲 間 がの こって その地 に住む

間 は， 自分 の兄 弟 で あ る教会 員 らにひ きつず き 自由

の祝 福 を下 した まわ るよ うにひ とえ にそ の神 に祈 り

１６

願 った。 …… それ で あ るか ら， モ ロナ イは祈 りの時

に ク リス チ ャ ンの道 と国の 自由 との なめ に， 特 に神

の助 けが あ るよ うに祈 った ので あ る。モ ロナ イは，

その心 を うちあ けて 神 に祈 り願 って か ら， デ ソレ シ

ョンの地 の南 に あ る一帯 の地 と， デ ソレ シ ョンの北

にあ る一 帯 の地 とを貴 い 自由の 国 と定 め て次 の よ う

に言 った。 『キ リス トの御名 を受 けたた め に嫌 わ れ

るわれ らが， 自分 の罪悪 で 自ら亡 び を招 くよ うに な

るまで は，神 は決 してわ れ らが踏 みつ け られ また は

破 壊 され る ことを許 した まわ ない」 と。 モ ロナイ は

このよ うに言 って か ら民 の中 に行 き，衣 の一 片 に書

い た言 葉 がす べて の人 に見 え る よ うに これ をふ り上

げ大声 に叫 ん で言 った 。 ｒこの地 に この旗を立 て て

これ を守 ろ うと思 う者 は， み な主 の御 力 に よ って 出

て来 い。 そ して， 主 な る神 の祝福 を得 るため に 自分

の 権利 と宗教 とを護 るとい う誓 いを立 て よ』 と。」

（アル マ４６：１２～ １３，１６～２０）

他 に もま だあ げ られ るが この よ うな人 々はみ な，

一 国 の強 さを 守 るた めに個 人個 人 の義 が重要 な こと

を は っき り教 えて い る。強 固 な国家 をつ くるた めの

主 義 にそ って， 私 々 自身 の生活 をす る ことが， 国 家

に対 して示 す ことので きる最 高 の方 法 で あ る。

ニ ー フ ァイの時代 の モ ロナ イ， 古代 イス ラエル の

ダ ビデ の よ うに， 我 々は国家 に対 して， また 国家 を

強 く保 つ主 義 に対 して堂 々と忠誠 を宣 言 す る勇気 を

持 たな くて はな らな い。

教 会 の若人 は， この チ ャレ ンジに満 ちた時代 に ど

の よ うに立 ち向か って い くか を知 って い る。 その道

は明 らか で あ る。故 デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長 は

そ の道 につ いて次 の よ うに述 べて い る。

「この不安 な時 代 にあ って， 自由を愛 す る人 々の

最 も大 きな責 任，最 も大切 な義 務 は，個 人 の 自由，

神 と個 人 の関 係， お よび イエ ス ・キ リス トの福音 の

原 則 に従順 で あ る ことの必 要性 を主 張 し守 る こ とで

あ る。 この よ うに して は じめて人 は平 和 と幸福 を 見

出すの で あ る」 （イ ンプル ー ブメ ン ト ・エ ラ１９６２甲

１２月号 Ｐ９０３英 文 ）



汝 自身を

知れ

リシ ャには 「汝 自身を知 れ」 とい うよ く知 られた格言

ギ
があ ります。 その国の文 学や哲学の多 くは この格言 に

基 づいてい ました。 あなたは どれだ けよ く自分の ことを知 っ

て い るで しょうか。 自分 自身を知 る秘訣 は，最 も内部 の自己

を考えてみ ることです。 自分 自身 と自然を少 しで もよ く知／

ろ うと， ニュー ・イ ソグラソ ドの ウォルデ ソ池 のほ とりの小

屋 で数 か月 間暮 した哲学者ヘ ソ リー ・デ ビ ド ・ソー ローは，

自己を知 ることについて このよ うに言 ってい ます。

「未 知の海や太平洋，大西洋をた った一人で航海す るよ り

も， ５００人 の助手の乗 ってい る官船で寒い嵐の 中を， あるい

は人食い人種の住 む所 を何千 キ ロも旅 をす る方 がはるか に容

易で ある。」

で はあなた自身の「未知 の海」を航海 したと考 えて下 さい。

す なわ ちあなたの最 も内部 の思いと感情 を考 えて下 さい。 そ

こに見 える ものを認 める ことがで きますか。 あなた 自身に正

直に立 ち向か うことができますか。

「自分 自身に正直であ りな さい」 とい う若者へのチ ャレソ

ジ として，大管 長会か ら数年間一連 のポス ターが配 布 され→
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を持 ってい る ものです。 しか し私 たちは，しば しば投影機 が，

姿 を写 し出す以外何 もで きない とい うことを忘 れがちです。

汝の友を

知れ

なたは他 の人 々と どのよ うに うま く交際 して い ま す

あ
か。あなたは彼 らに本当のあなたを知って もらい，本

当の彼らを知ろうとしていますか。

ほとんどの人は，他の人々に投影する理想的な自分の姿／

そして写し出される実物は理想の姿とはるかに違 うのです。

あなたはどれほどよく自分の姿を表わしていますか。

あなたは，筋骨た くましく天才の素質を持った理想的なタ

イブに見え，また聖餐会での話に多 くの人々か ら賞讃の言葉

を受けながら，月曜日にはロツカー室で友だちの言う下品な

冗談に大声で笑うような人を知っているかもしれません。彼

の話か ら受けるイメージと彼の行ないにはなんという相違が

あるのでしょうか。あなたはこのような矛盾を生み出しては

いませんか。もしそうであれば，あなたは素直に自分の誤ちを

認め，それらを正そうと努力していることを知ってもらわ→
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日の栄の王国に入 りたいと思 うなら，私たちは神を知 らな

神を知れ

キ ャ サ リ ン ・ピー タ ー ソ ン

なたは 日の栄の王国 に入 りた いと言 うのです ね。本 当

あ
にできると思いますか。できるとどうしてわか ります

か。日の栄の王国に住むということは神々になるというだけ

でな く，神と共に住 まうことなのです。 しかも永遠にそれは

実 に長い期間です。あなたは本当にそのような生活を したい

と思いますか。本当にそのように長い間神と共に生活 したい

と思いますか。その確信が持てるだけの神に対する知識，神

のなされた生活をよく知っていますか。／

くてはな りませ ん。私 たちは聖典 か ら神のなされた生活 の一・

部 を知 る ことができます。 そ して福音 の （神の）原 則が真実

かど うかはそれ らに従 ってみ ることによ って非常 には っきり

して きます。 しか し神にな るとい うことを本当に理解す るた

めには，すでに神 とな ってい る御 方を親 しく個 人的に知 らな

くてはな りません。

来年あなたが大学に行 こうとしてい ると仮定 して下 さい。

その大学 に行 ってい る人か ら事情 を聞 きたい とは思い ません

か。 また うま くや って い くため に，だれがル ームメー トにな

るか とい うことも知 りたい と思い ませんか。 どんな生活が待

ってい るか， どんな人 々と一緒 に生活す るかをい く分知 りた

い と思 うで し ょう。

では， も し私 たちが主を知 らなければ，主が私た ちに語→
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ました。 どのポスターも自分に対 して正直であるようにとい

う原則を説いたものでした。彼らが新 しい言葉を掲げるたび

にあなたはそれを笑顔をもってながめるだけでな く，それ以

上のことをしましたか。その考えをどの位自分の生活に応用

しようと務めましたか。自分自身に対 してどのように正直で

したえ）。

私たちにはいわゆる心理学者のいう 「逃避機制」とい うも

のがあって，人生で困難にぶつかるとこれを用いるのです。

これらの逃避機制というものは，ごく正常なもので，私たち

が不完全な世の中に自分を適応させようとする際に必要にな

る場合が往々にしてあります。 しか し私たちはあまりにもし

ば しば 「言訳」とも言える 「現実逃避」をする傾向がありま

す１自分をあざむいて正当化 し，正直な自分が語っている／
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ね ばな りません。

あな たはどれだ け積極的 に本 当の自分 を知 って もらお うと

してい ますか。すなわ ち自分 は完全で はないとい うことだけ

で な く， 自分 も一個 の人間 であ って必 ず しも「民衆」と同 じに

な りたいとは思 って いない ことを知 って もらお うとしていま

すか 。本当のあなた はあ ま りダソスを好 まず，む しろ ピクニッ

クの方 が好 きだ とい うことを， また ロ ック調 の音楽 よ りもク

ラシ ックを，人気 のあるフ ォーク ソン グ歌 手よ りもベー トー

ベ ソが好 きだ とい うことを進 んで伝 えよ うとしてい ますか。

あなたは正直 に， もう少 し自分 の本 当の姿を見せ よ うとし

て いますか。 あなたはあなたをあ ざけ り拒 む人 もい るで しょ

うが， 同時 に こうい う人 であ って欲 しい とい う人 ではな く／

こ とをまるで愚かな ことであ ると考えて しまうのです。

たとえば， やせ たい と言 いなが らもなおチ ョコレー トや甘

いチ ェ リーパイな どを食 べ続 けてい るのです。やせたい とい

うことに対 してあなたは自分に どの程 度正直で しょうか。あ

なたは正 直に言 って本当はやせ るより も食べ過 ぎて太 る方を

望 んでい るのではないで しょうか。

あ るいは今年，チ ームの中であ まり試合 に出 なか ったか も

しれませ ん。 選ばれ ることもなか ったか もしれ ません。 それ

はだれのせいで しょうか。 コーチのせいですか。彼 は人を見

る目がなか ったので しょうか。それ と もコーチがえ こひいき

を したので し ょうか。あなた は正直に言 って本 当に じょずで

したか。十 分練習 に励み ま したか。

あ るいはまた，だれに もダソス に誘われず， どう して男→
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本当のあなたを好いて くれ る人 々とよ り親密 にな り，真 の友

情を深め ることがで きるものです。

また あな たは本 当に，他の人 々が映 し出 して いる姿 を見て

い ますか。 あな たはそれが映像 なのか実際 の姿なのかわか り

ますか。彼 らが問題 を持 ってい るときや成功 したとき，彼 ら

の話 に耳を傾 けますか。私 たちのほとん どがそ うで あるよ う

に，お そ らくあなた も彼 らの話 して いる ことよ りも次 に自分

が何を言お うか とい うことの方 が気 にな ることで し ょう。 あ

な たにとって は， あなたを 「相談相手」 と思 ってい る８才の

妹 の話 に耳 を傾 ける ことよ りも，数学 の問題 やギ ターの コー

ドの方 が，ず っと重要 な ことのよ うに思え るか も しれ ま せ

ん。数学 の問題 やギ ターは本 当にそれほ ど重要な ことで し→
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りかけ られ る時 どのよ うに して主のみ声 に気づ くことが でき

るで し ょうか。 主は必ず しも一人の人が他 の入 に話 しか ける

よ うに話 され るとは限 りませ ん。 「その静 かなる細 き声」 （教

義 と聖 約 ８５：６）は，実 際の声 とい うよ りも，私 だちの な し

た判断 が正 しい とい う平安な感 じで ある場合が多 いのです。

中には夢 の中で答えを与 え られ る人 もい ます。 また，父親 の

祝福 を通 して答 えを受け る人 もい ます。 しか しどの ように し

て主の霊感 と悪 魔のはか りごと，そ して あなた 自信 の望みを

区 別す ることがで きるで しょうか。 ある物を部 屋の どこか に

隠 して，一人 が 目か くし し，一人 は本 当の ことを言 って それ

を見 つけ させ るよ うに し， もう二人 は うそを言 って隠 されて

い る場所 か ら遠 ざけ ようとす るゲームを前 にや った ことが あ

ると思 います。 あなたに本当の ことを言 って導 こうと した人

が わか りま したか。 もう一人 の本当の真理の導 き手であ る／
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神 がわか りますか。 どうい う御方 であ るかを よ く知 らない う

ちは恐 ら くわか らないで しょう。

祈 りと心 か らの対話 によ って神を知 ることがで きます。 あ

なたが親友 に話 を打 ち明 けるときのよ うに心か ら神 と対話す

ることがで きます。 そ して どんな形 に しろ必ず答えが与え ら

れ るのです。古 代の予言 者 も現代の予言者 も共 に，主 と話を

交わ した ことを記 してい ます。 ダビデ王の詩篇や リバ テ ィー

の牢獄 でのジ ョセ ブ ・ス ミス の祈 りはその一例 です。予言者

ジ ョセ フは，暴徒た ちの迫害が しだい にひど くなって いるこ

とを知 って，苦 しみ なが らこう叫んだ のです。 「おお神 よ，

汝 は何処 に在 した もうや」主 は答えて言われ ま した 。「わ が子

よ，汝心安 かれ…… ｒ人 の子』 は一切 これ らの ものの下 に身

を落 した り。汝は，彼 よ り大いな るか」 （教義 と聖約 １２１，

１２２参 照） この人 々は主を知 って いま した。→



の子 たちは着飾 った中 にい る本当の女の子を見よ うと しない

の だろ うか，いつ も恋を もてあそんでい る女の子 より も自分

の方 が どんなにかすば らしいデー トの相手 とな るのに どうし

て気 づかないのだろ うか， といろいろ考えなが ら家の まわ り

を ぶ らぶ らしてい る女の子がい るか もしれませ ん。正：直に言

ってあなたは時 々男 の子 も人 間であ り， しか も彼 らは週末 に

１ただあなた と出かけたいためにい るのではない とい うことを

忘 れてはいませ んか。 また男の子た ちとい っし ょにいて堅 く

な りお どお どして しまうの は， あな たが彼 らにどんな印象を

与 えてい るか とい うことに，あ まりにも気を とら静す ぎて い

るか らではあ りませんか。 自分か ら相手を好 きになるので は

な く相手の人 に気 に入 られ誘われ たいとばか り思 って いるの

ではないで しょうか。 デー トの相手 と してで はな く普通 の／
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ようか。

あなた は理想的な姿で はな く本 当の自分 を表 わ してお り，

また，正直 に他 の人 々を知 ろ うとしてい ると感 じるか も しれ

ません。 それで は， そのよ うな考 えでで きた友人 間の絆につ

いて どのよ うに考 えますか。．あなたが級友 や妹 と話 していて

「あなた は私 の体重が ５キ ロもふえたって冗談 で 言 っ た け

ど， とて も感情を害 したわ」 と言 い，また 「ごめんな さい。

そ の こと気づ けばよか ったわ」 と言 って素 直に誤 り，互い に

ほ ほえみ，知 り合 い，愛 し合 うことによ って本当の意志の疎

：通が行なわれ ることが あるのです。

あ るい はまた，数回 デー トを して とて も楽 しい思いを し，

相手 の男性を とて もいい人 だ とは思いなが らもそれ以上い ／
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しか し，私たちは主とそのような言葉を交わすために王や

予言者となる必要はあ りません。私たちでも主に話す ことが

できるのです。また問題だけではなく，私たちの計画や日々

の生活にあっての喜びをも話すことができるのです。

さらに，主をよく知るためには正直に主に語 りかけるだけ

でなく，正直に主の言葉に耳を傾けることが大切です。ある

女子学生は，デー トの誘いに応 じる前に必ず主に相談し，主

のみ声に聞き従いました。そして今彼女は主が 「しなさい」

と言われた時にデー トを した相手と結婚 しています。彼女は

主のみ声に耳を傾け，その通 りにしたのです。

最後に，もし私たちがちょっとしたことで も主 と対話 し，

主のみ声に留意するな らば，大きな問題が起きて もそれほど

困まることはありません。幻覚剤を濫用 していたある人がこ

の悪習をやめようと五度 も試みました。 しか し彼はちょっ／

男性 として，あなたが どんなにすば らしい印象 を受 けて いる

かを彼 らに気 づかせ よ うと していますか。

あなたは正直に言 って，一人 にな りじっくり考 えなが ら自

分 に こう問 うていますか。 「私 は どうい う人間 だろ うか。 な

ぜ そ うなのだろ うか」 あなたは神 の子供 であ ると同時に，誤

りに陥 りやすい人間 なのです。 もしこうあ りたい と思 う自分

よ りもわず かで も不完全 な状態 にあ ると気 づいた ら，あなた

はそ こに腰 をすえて しまい ますか，それ とも自己を改善 しよ

うとしますか。 「方向を変えなければ，今行 こうとしてい る

所 へいつかは必ず行 きつ く」 というよ く知 られ た言葉が あ り

ます。 自分の方向を もう一度 じっ くり考えてみて下 さい。 そ

してあな た自身 を 「正直」 に知 って下 さい。
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っしょにデー トを したくないと思った場合，あなたはどのよ

うに自分からそのことを伝えますか。相手の感情を害す恐れ

があるので相手の人がそれを受け入れ られる人かどうかをよ

く考えな くてはな りません。 しか しあなたの正直さが貴い友

情，うそ偽りがな く生涯を通 して大切にできる友情を育てる

ものになるということを知るに違いありません。

二人の交わ りは，あなたにとって も相手にとっても危険性

のあるものです。 しか しそれだけの価値があります。正直に

いって，あなたはどれだけそれを試みようとしていますか。
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と した ことで主 に願 い，主 を知 るよ うになって は じ め て，

「まっす ぐ」歩 め るよ う真 心か ら主 に求 め ることがで きたの

です。今 では彼 は幻覚剤 にではな く，福 音の喜 びに浸 ってい

ます。「あ りのままを主 に語 り」，．主 のみ声 を聞 くとい うその

方法 は幻覚剤 の問題 だけでな く，少年少 女，両親 ，学校 その

他 のあ らゆ る問題 に も適用 できます。

これ らすべ ての ことに対 する鍵 は何 ですか。 それは正直に

主 に話 しかけ，耳 を傾 ける ことです。 日の栄 の王 国に入 ると

い うことは，永遠 の生命 を得 ることであ るとい うことに心を

とめて下 さい。 「永遠 の命 とは，唯一 の，ま ことの神でい ま．

す あなた と， また，あなたがつ かわ されたイエス ・キ リス ト

とを知 ることであ ります」 （ヨハネ１７：３）

あなたは正直に言 って どれだけよ く神を知 ってい ますか。

雄





その虫は しっぽを木 の どこかにはさま

れ たよ うに身をよ じらせ た。 自分 のかみ

砕 いた跡 が細かな模様 を作 ってい るの も

知 らず そのあ ごは穴 の端 の所 でたえず動

い ていた。

一人の少年が 目を細めてその虫を眺め

ていた。彼 はその虫が夏の 日射 しを受 け

す ぎ，山の松の匂い に勢 った ので はな い

か と思 った。その模 様は ち ょっと変わ っ

ていた。全部茶色 で所 々濃 くな っていた。

もっとそばで見 ようと して彼 は松 の木 に

膝 をつい た。 虫はかむ のをや め，不安 げ

に身を持 ち⊥ げて１０セソチほどはなれ た

ところにある少年 の ソバ カスだ らけの鼻

をみ た。少年 は心 の中で くす っと笑い，

空 を見上 げた。 日は暖か く， 空 気 は 澄

み，大 きな雲 が真近 にあ った。彼 は空 を

飛 んで，雲 の上 に乗 ってみたい とよ く思

った。綿 の大波 のよ うな雲 の上で飛 びは

ね てい る自分をよ く思い浮べた。

彼 は鳥のよ うに空を飛 ん で み た か っ

た。 あ る日彼 がベ ラソダか ら空に飛 び上

った ら，両 親は どんな顔をす るだ ろ うか

と考 えてみ た。たぶん彼 らは息子を誇 り

に思い，普通 と違 うこの子 はたい したこ

とをや るな と認めて くれ るだ ろ う と 彼

は思 った。雀が彼の頭上 の木 に降 りて き

て，その枝 は大 き く揺れ た。 その小 さな

雀 は体 のバ ラソスを とろ うと して はばた

い た。 それ を見て彼 は愉 決に思 い心 の中

で笑 った。

「小鳥よ，小鳥

どんな音をお前は聞いているの。

母なる自然の緑の中をさまよって

お前は何を見ているの。」

その言葉は自然に心に浮んできた。詩

だけが，喜びを表わすただりつの方法で

あった。そ して，、その詩を何度も何度も

心の中で くり返 した。

彼 は立ち上 が り，体 を精一 杯 の ば し

た。 若 さと，活気 と，健康 と泉 のよ うに

わ きでて くる自由を感 じた。すべてが黄

色 と緑で暖か った。彼 はまるで空中を飛

び上 るか のよ うに 山腹を走 り出 した。そ

して草原や彼 の家や谷を見降 ろす岩 の崖

まで走 り続 けた。

彼 は１０才 と思え ないほどの勢 いとス ピ

ー ドで登 り，つ いに頂上 について止 まっ

た。 そ して腕 を高 く伸 ば し， 目 を 閉 じ

た。 その時心 の中は生 き る喜 びで一 杯だ

った。

一 羽のわ しがえさを求めて頭 上をゆ っ

くりと優 雅に旋回 していた。少 年は 日を

浴 びた岩 の上にあおむけ にな り，あのわ

しの飛んでい るところか らは世界が どの

よ うに見え るか想像 しなが らそれをなが

めた。

「ああ，わ しのよ うになって

そびえ立つ岩 山にす わ り，

お もしろい ことはないか， おい しい

ものはないかとあち こち捜 してみた

い。

霧 の谷，深 い峡谷，大 きな松 の木 の

まわ りをまわ ってみたい。」

彼 は心の中で また笑い，その鳥 に詩 を

さ さげた。彼 はそ こに どれ位いたのか気

に もかけなか った。 ただ 自分 が周囲の も

の と完 全に身 も心 も一つにな ってい るの

を感 じた。そ して見 知 らぬ人 が，私の岩

の上に ある小 さな肉体を取 りさり，山 に

住 みなれた野生 の生 き物 に変えて しまっ

た ように感 じた。それ は暑い ７．月の太陽

にとっぷ りとつ かって いた。

時間 がたち，少年 は 「夢み る岩」 をは

なれ，急 いで家 に帰 らなけ れ ば と 思 っ

た。 岩山をかけ降 りた。 そ して周 りの静

寂 を少 し味 わお うと して立ち止 った。

「ぼ くは鹿だ。いや一 番美 しい雄鹿な

んだ。」 それ か ら彼 は山を降 り，あの虫の

いた丸太を通 り過 ぎ，草原を通 りす ぎ，

門を通 って広い玄関 につい た。

彼 はハ ソモ ックに乗 り，ゆ らゆ ら揺れ

て，ハ ーハーと息 を しなが ら涼 しい木影

で休ん だ。左 の方 にバ ラの匂 いが した。

そばかす だ らけの手 をあげて思 いき り空

気 を吸 い こんだ。

ああ太陽， そよ風 山の松 の木 の匂い

がす る。彼 は心の中でほほえんで足 を動

か した。ハソモ ックが前 に後 に き し ん

だ。

家 の中では母親が客 とすわ ってい た。

そ してハ ソモ ックの音 を聞 いて少年 が家

に もどってい るのを知 った。母親 は悲 し

げにほほえみ， その友 だち も同情 してほ

ほえん だ。

「お医者様 は望 みがないとお っしゃる

の。．１

「ええ，一生 口が きけない らしいわ 。」

「かわいそ うに」 と母親 の腕 にや さ し

くふれて友だ ちは言 った。 「ほん とうの

生 きる喜 びを知 らないで生 きてい くなん

て。」

お母 さんは うなずい た。

※

イ レイナ ・ルイス ・バ ーバ ー

２０才。 この作品によ りエ ラの１９７０年度

青少年作品 コソテス トに入賞 し， ブ リ

ガム ・ヤソグ大学 の全額支給奨学金 を

勝 ち得 た。
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証 の 力

十 二 使徒評 議 員

マ ー ク ・Ｅ ・ピ ー タ ー セ ン長 老

、、 ｝

宗は教会におけるすべての教えの究極の目標で・ある。

改
これが私 たちの目標 でなけれ ば，私 たちは教師 と し

て，また クラスの指導 者 としての 目的を失 う。そ して もし私

たちがそれぞれの教師 としての 目的を失 うな らば，私 たちが

責任 を受 けてい るすべての組織 もそれを失 うのであ る。

教 室や説教 壇は 「公開討論 会」のため にあ るのではない，

すなわち討論 の場 ではない。それ らは また，教師 がいだいて

い る個人 的な考 えや解釈 や意見 を述 べ る場で もない。

教 室や説教 壇は福音 を学ぶセ ソターであ る。 それ らは心を

動 か し，人 々を主 イエス ・キ リス トの福 音に改宗 させ るのに

用い る施 設であ る。

ローマ人へ述べ られたパ ウロの言葉 はいつ も私 たちの記憶

に残 ってい る。

「……主 の御名 を呼 び求 める者 は，す べて救 われる…… し

か し，信 じた ことのない者 を， ど うして呼 び求 め ることがあ

ろ うか。聞 いた ことのない者 を， ど うして信 じる ことがあろ

うか。宣 べ伝 える者 がいな くては， ど うして聞 くことがあろ

うか。つ かわ され な くては， ど うして宣 べ伝 える ことがあろ

うか ……」 （ロ・一マ１０：１３－１５）

クラスに出席 している人 は皆，教 えといまいっそ うの改宗

を必要 と して いる。福音 はその含み も適用範 囲 も非 常 に 広

く， また知 るべ きことが非常 に多い ので， だれ一人 と して福

音のすべてを学び尽 くして はい ない。だか ら，すべて の人が

福音を教わ る必要が ある。

２２

クラス に出席す る人 々は しば しば， レッス ソか ら得 られ る

義のか弱い種を非常 に 「飢 えかわいて」求めて いる。 （マタ

イ５：６参照） クラスの教師 は， オー ソ ドックスで正確 で，か

つ空想の全然入 らない適切 な レッスソ教材 を用 いて， その必

要を満 たす責任が ある。

よい レッスソでは，話す のみ でな く視覚教材 も適宜用 い ら

れ，聖典 の引用 はいつ の レッス ソで も欠 くことので きない も

ので ある。 レッス ソで確実 な目標が定 め られ ねばな らない。

また私た ちが教え る際 に聖典を よ く用いれ ば， その質 が向上

す る。

しか し私 たちが求 めてい る改宗を クラスの人 々にさせ るた

め には， もう一つ の要素が必要で ある。 それ は証 である。

新 しい改宗者 は，教 会 に加入す るに当 って何 に最 も影響 さ

れたか と問われ る時， ほとん どいつ も 「宣教師 の熱意 と心か

らの証です」 と答 える。

私 たちはクラス の教師 と して宣教師で ある。 もし私 たちが

クラスの人 々を私 たちが教えて いる教義 に改宗 しよ うと思 え

ば，私た ちは宣教師が その分野で使 うの とまった く同 じ証 の

力を使わ ねば な らない。

「教え よ一 証せ よ バプテスマを施せ ！」

これは宣教師の取 る方法で ある。 これ はまた，私 た ちが ク

ラスを導 く際の方法で もある。

近 頃 「目を見て」教 え るとい うことにつ いて多 くの ことが

述 べ られてい るが， ごれは非常 に効果的で ある。 しか し献身



的な教師がクラスの人 々の 「目を見て」証をしなければ，こ

の方法といえども決 して完全ではない。

レッスンが効果的にかつ納得のゆ くように行なわ れ る時

に，それは教師が真心か ら述べる 「私はこれが真実であると

皆 さんに証 します」 という証 に対する大切な支えになる。

世の非教会員はこの方法によって改宗される。これは同 じ

くクラスに出席する人々を改宗 したり，再改宗 したりする効

果をも持っている。

特別な力が心か らの証に伴 う。主は心からの証を通 じて，

あなたがたに偉大な力を持つ主のみたまをそそがれるのであ

る。私 た ちが世の宣教師 として私 たちの家族に証 を述べ よう

と，あ るいは 日曜学校の クラスの人 々に述べ ようと， この力

は私た ちに伴 うので ある。 しか し証の ない教えが実際 に真実

と聞 こえるだろ うか。

もし証が私 たち自身 の胸 に燃え， その上 もし私 たちがそれ

を恐れず勇気 を もって述 べるな らば，ふ さわ しい影響 力を も

つ ので ある。改宗が行 なわれ， それと共 に，従 うすべて の人

に救 いが もた らされ るのであ る。

これが私 たちの証 であ る。

求めよそ うす れ ば与 え られ るで あ ろ う
一 マ タイ ７：７一

ジ ョア ン ・Ａ ・ウ ォン ドラ ※

は宗教的教育を何 も受けずに成長 した。天 父 につ い
私
て， また瞭い主 について の様 々な混乱 した 話 す ら聞

いた ことが なか った。 それ に もかかわ らず，小 さな子供 なが

ら目に見え ない神聖 な方 の存在 につ いてひ じょうに強 いはっ

き りした意識を持 って いた。 その方 は愛す る父 と同 じよ うに

私 に関心を持 ち，私 と私 のすべて の望みを理解 して くださる

方 であ った。 この存在 は私 にとって何 か現実的 な も の で あ

り，私 は子 供の頃，必要 と した ものや私 の問題 をすべ て相談 し

た。 しか し，私は次第 に私を守 って くれ たこの方 を忘れ は じ

め た。大学時代，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の二人 の宣

教師 が私 を訪れて くれるまで私 は神 につ いて抽象的 な概念 し

か持 っていなか った。私 が ノックに答 えて ドアを開けた時，

彼 らは 「私 たちは， あなたに神か らのメ ッセージを持 ってき

ま した」 と言 った。

私 は この訪 問に対 す る心の準備 はで きていた。長 い聞 ，真

理 を捜 し求 め，熱望 して いたか らであ る。 もはや これな しで

生 きる ことはで きなかった。私 は真理 は存在 し，見 い出せ る

だろ うと思 っていた。

「私 はあなたに神か らの メ ッセージを持 って きま した。」二

人 の宣教師 のそれだけの言葉 に私 は深 く感 動 した。私 はジ ョ
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セフ ・ス ミスの話 を聞いた。彼 らは私 にモルモン経 を置いて

い った。私 はそれを一気に読 み，以前 に経 験 した こ と の な

い，言 いあ らわ しがたい喜 びの気持 で一杯 にな った。

ま さに これは真実であ った。子 供の頃感 じていた方がお ら

れ，天父 がお られ，私 は天 父の子供であ り，天父が私の永遠な

る父であ ることを知 って，私 は言 うに言 われぬ喜 びを感 じた。

私 は暖かい，平和 な，幸せな気持 ちで一杯 にな った 自分 の

バ プテスマの 日をは っきりと覚えてい る。 あの時私 は天父 と

繭い主を よ く知 り，御二 方 にもっと近 くなろ うと決心 した。

私はジ ョセ ブ ・ス ミスがジ ョソ ・テーラーに神 のみ たまの命

令に心を とめ るよう話 した言葉を通 して その方法 をはっき り

理解 した。

「みた まが あな たにささや くことに耳 を傾 け， それ をあな

たの生活 に取 り入れな さい。 それ は啓示 の原理 とな り， それ

に よって あなたはみ たまの力を知 り， 理解 でき る。」 とジ ョ

セ ブは言 ったｏ

私 は神 のみ たまの命令 に心 をとめるよ う自分 自身 を訓練 し

始め た。私 は聖句 を読み，祈 り，聖霊 に耳 を傾 けなが ら美 し

い ヴ ィエナの森 をきまって散歩 し，聖霊 が私 の心 の中に ささ

やい たことを書 きとめた。人 が外国語 を練習 する時 のよ うに

この ことを行 なった。

ある 日私 は多 くの問題 に心 を悩 まされ，主 に答 を聞 くため

近所 の山に登 ろ うと決心 した。途 中，私 を悩 ま してい ること

すべ てについての リス トを作 った。 それは詳細 に完成 された

長 い リス トであ った。 この仕事 を終 え，満足 して，私 はまわ

りの 自然 の美 しさを楽 しみ始 めた。主 が この美 しい ものをす

べ て支配 し，生命を与えて お られ ること，すなわち主が律法を

定 め，主 に従 ったすべての ものをそれぞれの複雑 な働 きをす

るに まかせてお られ ることに私 は心を強 く打たれた。 私は神

の御計画 がわか りは じめた。そ こで個人 的なすべての問題を

解決 で きるよ う神に頼 む ことをやめ た。山頂 に着いた時，私

は 自分の多 くの問題を解決 す るの に必要 な知恵 と力を与えて

くだ さい とい う一つの願 いのみを神 に祈 り求めた。 そ して私

は人 生 にお ける多 くの祝福を神 に感謝 した。 その時私 は 「私

は道であ り，真理であ り，命で ある」（ヨハネ１４：６） とい う

声を聞い たよ うに思 った。私が 山を降 りた時，多 くの問題 は

消えてい た。私は神聖 な力 に満 たされ， また神 の子供す なわ

ち血統で あることが実際 に何 を意味す るか がわか った。

初 めて モル モソ経を知 って以来，私 は リーハ イの息子， ニ

ー フ ァイ に敬服 してい る。私 はよ く彼 と兄 の レーマ ソ， レミ

ュエル との違い について考 えた。 この違 いを理解 する ことは

２４

私 にとって非常 に大切で あった。 とい うのは， それは リーハ

イのように教会 の大家族 を導 く私達 の予言者 に対す る私 た ら

の態度 の尺度 のよ うに幾分思 われた。 「つぶや く人 」でな く

「建設 する人」 の中に数 え られ るためにニー ファイが何 に基・

いて行 動 したかを知 ることは私に とって大切であ った。あ る

日ついに私 は知 ったのであ る。その はっき りした違い は， ニ

ーフ ァイが，彼 の父のよ うに聖霊の力を通 して啓示 を証 した

い と望 んでいたが，それに反 して彼の兄 たちは啓示 について

論 じることを望んでいた とい う事実であ った。 （１ニーフ ァ

イ １０：１７－１９；１５：１－ １１参照） このよ うに して ニーフ ァイ

の人生は 自分 の啓示の うえ に うち建て られた。彼 は啓示 を知

り，それを受 けた ので ある。そ こで私 は生 きている予言者 の

言葉 に耳を傾 け，彼の言葉 を研究 し， それ らにつ いて祈 り，

いか にした らそれ らを私 の生活 に取 り入 れる ことがで きるか

祈 ろ うと決心 した。 こ うす ることによ り，私 はす ば らしい経

験を し， また神 は代弁者 と して予言者を使 って私 たちに実際

に話 して お られ るとい う確固 たる証 を得 た。

１９６８年 ４，月の教会 の一般大会 の放送 は私 に とって忘 れ られ

ない経験 だった。私 と妻 は ６か月 の娘 がガソの末期 の状態 で

寝て いる病院か らでて きた。 ガソはすで に脊柱 にまで達 して

いて，肝臓 は ２倍 にはれて いた。 この分野 の専門家 であ った

医者 が もう望み はないと告 げた後で あったに もか かわ らず ，

私 はその子 を祝福 する時 その子 は生 きなが らえ， 回復 するで

あろ うと約束 した。私 たちの愛 する予言者 デ ビ ド・０ ・マ ッ

ケイの大会 のメ ッセージを聞いたのは このす ぐ後 であ った。

彼 はイエス ・キ リス トの神性 と ラザ ロが死 か らよみがえ った

ことにつ いて話 した。私 たちは この メッセージを聞 き， もう

一度主 の力を信頼 した。私 たちはひ じ ょうな感謝 を もって，

「感 謝を神 に ささげん，予言者 の導 き，末 日に福 音を」 と歌

った。

私 たちの娘は完 全に回復 し，今は どの点か ら見 て も健 康で

あ る。

神は真に私た ちの愛す る御父であ る。神は私た ち一人一人

に関心を持 って お られ，人 を月寄 り見 られず，む しろ私 たち

の心の中をのぞいて お られ る。神 は私 たちを愛 してお られ る．

ので私た ちがみ もとに行 き祝福 を受 けるよ う望ん で お ら れ

る。、だか ら神 は私 たちがみ もとに行 くのを助 け るため生 きた

予言者を おつかわ しにな られたのであ る。

※ ジ ョア ソ ・Ａ ・ウ ォン ドラ は １９５８年 １１月ε０日バ プ テ ス マ を受

け ， そ れ 以 来 活 発 な 教 会 奉 仕 を 続 け てい る。 ヴ ィエ ナ大 学 出 身

で ， ヴ ィエ ナ ・バ ー ク劇 場 の副 支 配 人 で あ る 。妻 は ウル ス ラ ・

テ ィシ ュホ ー サ ー で ３児 に恵 まれ てい る 。



一・兵 士 の 祈 り

カ ー ラ ・サ ン ソ ン

は戦争で破壊された律物の中で一人，オルガソの椅子
私
にすわ っていた。私 たちはその建物 を ドイ ツ，ハ ソブ

ル グの礼拝堂 と して使 っていたのだ った。私 はそ こで讃美 歌

「神 よ汝に近 寄 らん」 を練 習 していた。丈夫 な屋 根の ３分の

１は爆弾 によ り破 られ，ア ツセ ソブ リー ホールの上 に大 きな

穴 とな って こな ごなにな ってぶ らさが っていた。 残 っていた

の は教会 員の集 まれ る集 会所 の部 分だけであ り，それだ けで

も破壊 されず残 っていたのは とて もあ りがたい ことだ った。

それは１９４４年 も終 りの頃であ った。 ドィ ッはすで に手痛 い

損 害 を うけてお り，連 隊は合流 し， ロシ ア軍の侵 入の嵐を く

い止 め るため東方 に移 されていた。

美 しい金色 の夕 日が私 の弾 いてい るオル ガソの鍵盤の上 に

輝 いていた。 港や鉄道 の駅 ，街 か らの騒音な どが天井の穴を

通 して入 って きた。 しか し私 は神が近 くにお られ ることを知

り主の平安を何度 も感 じることがで きた。

こんな ことを考 えて いる時，強 く ドアをたた く音が して，

そ の後何 度 も続いた。私 はその ノ ックの あわただ しさに驚 き

ドア に急いだ。軍服を着た一人 の見知 らぬ若い陸軍中尉が私

の 前 に立 っていた。彼 はまえ に見た こともない人 だ った。彼

の 賢そ うだが，疲 れた顔を見た時，彼は私に言 った。 「失礼

します。 あの……オル ガソの音を耳 に したので……。私 はス

ハ ル ト中尉です。つ まりヴ ィエナ出身 のハ ソス ・スハル ト兄

弟 です。」 彼 は細 い荒 れて ガサ ガサ にな った手を して いた。

「あなたは末 日聖 徒で しょう。」私 は うなついた。「私 の連隊

は駅 で列車を乗 り換えて いま した。 その時 プラ ッ トオ・一ムで

よ く歌 った ことの ある美 しい讃美歌を耳 に したのです。それ

で私 はその音の聞 こえ る方 をた どって， この建物 にきたので

す 。」

そんな ことがあ り得 るだ ろうか ！と私は まず思 った。そ の

駅 は ３００メー トル余 り離れてお り，オル ガソの音 は騒音 にか

き消 されて聞 こえ るはずがない と思 った。

「この場所 を見つ けて どんな に うれ しいか 。」彼 は 言 い続

けた。 「私達は一時間で ここを離れ ます。私 はお祈 りを した

いのです。」 ち ょっと聞 を置いて，私 の目をのぞ き こみ 「私

と一緒 にお祈 りを して下 さい ますか」 と尋ね た。

一瞬私 はび っ くりしたが，彼を礼拝堂 に案 内 した。私 は少

しの時間 が欲 しか った。再 び私 はオル ガソに座 り， なれ親 し

んだ 曲を弾 き始め た。

兵士 は階段 に座 り， 目を閉 じた。

彼 は私 と一緒 に祈 ることを望んで いる。

も し彼が少 女だ った らいいのだけれど。 しか し，彼 はあな

た の兄弟 なのだと告 げる何かが私 の胸 にあった。 そ して今彼

は信仰を共 に分 ちあえ る人 との祈 りが必要なのだ。

私 の手 は疑 いを解かれたかの ように鍵盤を押 した。若い兵

士 ははっき りと した美 しい テナーで 「神 よ汝 に近寄 らん」を

歌 い始 めた。

彼 はオル ガソの椅子 に寄 って きて，私 のそばに座 った。 そ

れまであ った警戒心が しだいに消えて い った。私達 は全部 の

歌詞 を歌 い終 えた。 「神 よ汝 に近寄 らん，十字架 の上 あが る

も， なおわが歌 ……」私 は彼 が泣 いてい るのに気 がつ いた。

「あなたは今まで死 を恐 れた ことがあ りますか。」 と 彼 は

たず ねた。

「いいえ，あ りませ ん。」彼 は続 けて いった。「私 は もうす

ぐこの戦 場で死に ます。」「そんな ことをい っては な り ま せ

ん。 あなたは戦争 でひ ど く疲 れてい るのです。そのよ うに考

え るの も無理 はあ りませんが」 そ うは言 った ものの私 は どう

した らよいかわか らな くな った。

彼 は長 い間，考 えていたがやがて，オル ガソの椅子か ら立

ち，ひ ざまついた。 「お願 い します 。〕彼 は私 も共 に祈 るよう

促 した。

私 は彼 のそばにひ ざまついた。それか ら兵 士は神に心を う

ち明 け始 めた。彼 が どれほ ど神を愛 してい るか，彼 に とって

福 音は どれほ ど大切 であ ったかを神 に告げた。彼 はその祈 り

の中で戦 場にい る間，多 くの慰 めを受け取 ることがで きたが

今彼 の気持 は 自分 の命が もう地 上に長 くないのだ と知 って重

くうちひ しがれてい ると言 った。彼 は真理 と正義 の教師 と し

て生 きたい と思 ってい た。 しか し死ぬ ことが神の御心 な ら来

世 にもまたや るべ き仕事が あることを知 り喜んで死んで いき

たい と言 った。

私 の 目は涙 で重か った。今度 は，私が天父 に祈 る番で あっ

た。私 はもはや この兵士が見知 らぬ人で あることをす っか り

忘れてい た。彼 と同 じように私 は心の内を開 き神 に祈 った。

そ して神 の存在を はっき りと知 ることがで きた。「アー メソ」

と言 い終 った時，私 は兵士 の顔を見 た。

「姉妹， 神が あな たを祝福 され ます よ うに。」 彼は私の手

を とって言 った。 「今，気持 はず っと らくにな っています。」

私 はその後，その兵 士 に会 うことはなか った。 しか し私 は

彼が どこにいて も神のそば にい るとい うことをよ く知 って い

る。

この経験は 「幼な子 らをそＱままにしておきなさい。やた

しのところに来るのをとめてはならない。天国はこのような

者の国である」 （マタイ１９：１４）という救い主のみ教えの真

の価値を私に教えた。良き隣人 となるために，また人類は皆

一つ家族であるという気持 になるためには，私たちが幼な子

のようになることが大切である。

私たちは人の心と心をつな ぐ架け橋となるように自分自身

を用いる心がまえを持 って主に仕えねばな らない。

カー ラ ・サ ソソソ ：カ リフォル ニア州，パシ フ ィック，パ

リセー ドワー ド部所 属。 ドイ ツ，ハ ソブルグで育 ち，そ こで第

二次 大戦 にあ った。現在，西 ドイ ッ伝道 地で働 く息子が ある。

２５



日 本 西 部 伝 道 部

だ よ り

新 し畔 の始めにあた。て過 ぎ去。た。の一年を紡 返。てみると，多大な傭 綬 けている。と撚 。きりわか 　ます。

聖徒は福音に基づく愛と親睦によって強 く支えられ，大きく成長しています。

支部 と伝道所の数は一昨年の２５％以上増加 し， これによって今までよりも多 くの人々に福音を伝える機会があ ります。

１９７０年 １，月，全九州で６名 １１月には福岡支部だけでも１２名の人 々がバプテスマを受け真理の道を歩み始めています。

３月 日本西部伝道部が組織された当初，５８名の宣教師が伝道部で活躍 していました。現在約１００名の宣教師が松：工 （島根県）から那覇 （沖

縄）にわたる地域を回復された福音の幸福を得るメッセージを伝えるために努力し続けています。

私達は，ユ９７１年が日本中の会員にとっても，世界中の会員にとっても素晴らしい年であるようにと祈 りつつ奉佳しています。

瀞轡 暫

茎い

墨
躍 騨華
講

凝

吉 沢 敏 郎 兄 弟

灘

先 日，吉沢敏郎兄弟は，日本西部伝道聯 ＿副伝醤 阪 として，ブ，レ＿ス ・Ｒ ・

マッコンキー長老によって特別に聖任されました。伝道部が組織されてから，こ

れまでの間，渡辺薩伝道部長は副伝道部長の助けなしに働いていらっしゃいまし

た。マッコンキー長老は日本訪問中に吉沢兄弟 と面接をなさって，す ぐに渡辺伝

道部長の副伝道部長として聖任なさいました。

吉沢兄弟は１９５４年に改宗され，１７年間活発に教会の仕事 に励 ん でこられまし

た。約７年，福岡支部の支部長として奉仕していらっしゃいましたが，この間には

支部の建物を焼失するような事件もあり，会員のことに関しても非常に聞題の多

い時でした。この多難な時期に主の導ぎの上に立って，支部を指導なさいました。

福岡の会員は，吉沢兄弟がいつも集会に出席なさっていることを知 っ てい ま

す。ある人は抗除会でさえも姿が見えなかったことはなかったと言っています。

いっでも活動的精神にあふれ，Ｍ ＩＡにおいても，ダソスの うまさは高い評価を

得ています。

吉沢兄弟は 「信仰の人」 という形容に最も適した人です。面接などの支部の仕事

を とおして，いつも必要に応じるだけの霊的な力を持っていらっしゃいます。

第一副伝道部長に聖任されるまでは，九州地方部の日曜学校のプログラムの責任を持っていらっしゃいました。

吉沢家は二人の息子さんと，一人のかわいい娘さん，そして夫妻の５人です。吉沢夫妻は１９６５年にハワイ神殿を訪問なさいました。こうし

た経験を通しても，吉沢兄弟は， 日本西部伝道部において大きな活躍をなさることでしょう。

１１ 月２。日，２、日， 日本 西 部 伝 道 部 は プ ラ イ マ リー 中央 管

理 会 会 長 の ラ ヴ ァー ソ ・Ｗ ・パ ー マ リー姉 妹 ， 扶 助 協 会

中 央 管 理 会 の ア リス ・Ｃ ・ス ミス姉 妹 の訪 問 を受 け る 恩

恵 に あ ず か りま した 。

２０日 の夜 ， ス ミス 姉 妹 とパ ーマ リー姉 妹 は， 九 州 地 方

部 の初 等 協 会 ， 扶 助 協 会 の指 導 を な さい ま し た。 パ ー マ

リー姉 妹 は 「サ ドは ど うな るか 」 の映 画 に よ っ て ，子 供

達 へ の教 え方 ， 働 きか け方 を指 導 し て下 さ い ま した。 同

じ時 に ス ミス姉 妹 は， 扶 助 協 会 が教 会 に与 え る 影 響 に つ

い て話 され ， ま た， Ｓ ・ベ ル ・ス パ ッフ ォー ド姉 妹 ， マ

リー ソ ・Ｃ ・シ ャー プ 姉妹 の メ ッセ ー ジ を テ ー プに よ っ

て お伝 え に な り， ホ ー ム ・メ ー キ ソ グ な どの 指 導 を な さ

い ま した 。両 姉 妹 が残 さ れ た ， テ ー プ は ， 初 等 協 会 や 扶

助 協 会 の活 動 に 大 ぎ な 影響 を 与 え る で し ょ う。 ス ミス 姉 妹 パ ー マ リ ー 姉 妹 渡辺姉妹
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日本東伝道部だより

あけ ま して お め で と う ござい ます

漕 深い東北，北海道の地 より年頭のあいさつをお

お くり します。

日本東 伝 道部 は， 昨年 に も増 して成 長 を遂 げ るで

し ょう。 その ため に伝道 部長会 は，次 の事 が らを 重

点 的 に考 えて ゆ きたい と思 い ます。

１．指 導 者養 成

これ は教会 員 が，教 会 の責 任 を通 して成 長 し，社

会 に おいて立 派 な模範 とな り有用 な人 聞 で ある と評

価 され る人物 を 育成 す る とい うことです 。

２． 神 殿訪 問 の準備

当伝 道 部 に属す るすべ て の会 員 が， 神殿 の儀 式 に

参 加 で き るよ う， 霊 的 な準 備 を し， 教 義 を勉 強す る

とい う ことです。

３． 家 庭 の安定

いか な る ことが あ って も家庭 が犠 牲 に な り， 不幸

な状態 に お ちい る ことを さけな けれ ばな りま せん 。

神 の王 国 の最 小単 位 と して の家庭 を精 神 的，経 済的

に安定 させ， キ リス トの完 全 な福音 に よ り， 愛 が い

っぱい の幸福 な もの にす るとい うことで す。

４． 伝 道所 を発 展 させ る

昨年 度 は，各 地 に伝 道所 が 開設 され， 多 くの人 々

が会員 とな りま した。 昨年 に 引 き続 き， 発展 の努力

が重 ね られ ますが ，特 に今 年 は，伝 道所 に近 い支 部

が よ く助 け る とい うか た ちを と りたい と思 い ます。

５．会 員 間 の フエ ロー シ ッピングの活発 化

日本東伝道部長会

ラ ッ セ ル ・Ｎ ・堀 内伝 道 部 長

鮫島邦彦 第一副伝道部長

柳沢俊雄 第二副伝道部長

モルモンの会員相互の愛が深まってい った ら， ど

んな奇跡が生ずると思いますか。 これをみんなで見

てみませんか。

６．建築計画の推進

（１） 現在進行中の建物の完成

仙台，小樽支部

（２） 改築計画

山形，室蘭支部

（３） 土地の購入計画

福島支部

なお，今年度 は聖 さん会や日曜学校が静 かで， よ

く整 とん されたところでとりおこなわれ るよ う礼拝

堂の管理を徹底 したいと思います。

７．長老定員会，扶助協会の福祉計画の着手

８．各 テキス トの適正化

日本 および 日本人 の実情にあう福音の教 え方 を考

えたいと思 います。

以上項 目をあげて抱負 をのべま したが，私たちは

教会員一人一人 の成長を心か ら願 っています。 この

神 さまの真 の教会は，ある特定の人の名誉 や地位 あ

るいは，個人の利益 のために存在 する教会 ではあ り

ません， この教会は，平会員の教会です。一人が百

歩進む よりも，百人が一歩進む ことを願 っています

私た ちもガ ンバ リます。

みなさんガ ンバ リま しよう。

日本東伝道部 伝道部長会
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日本伝道部だより

愛す る兄弟姉妹の皆 さん，

私 た ちはほん とうにすば らしい一年間を過 ごし， また先 日は大変 よい大会を催 しま した。数

々の写真でおわか りのよ うに，Ｍ ＩＡ ダソスパ ーテ ィーにおいて は，大勢 の出席者 を迎 えて楽

しい時 を過 ご し， 日曜 日の集会で は主 のみた まを満喫 しま した。

一年が終 り，私た ちは 日本 の地 に 「主 の御手」 を見て きま した。福音は いまだかつて伝道 さ

れた ことのない各地に もた らされ ま した。モル モソ経が豊か に配布 され，主 の予言者が言わ れ

た ごと くに， 「配布 され た一 冊の モルモ ソ経は いつ の 日か一人 の改宗者を得 る」 ことになる で

し ょう。 この ことが実現 され ると予言者 が予言 されたのです。 日本 の会 員はふ え増 して，一 つのステーキ部 ではな く数多 くの

ステ ーキ部が生 まれ るで しょう。

この新 しい年を迎え るに あた り， さ らに多 くのす ば らしい出来事 を期待 しま しょう。他 の国々か らもっと多 くの宣教師 が訪

れ， さらに多数の 日本人会員が伝道 に召 され，各伝道部 とステーキ部 内に御業 の進展 を見 る ことで し ょう。

皆 さん の生活を良 くす るためにな しうることを考え，周 囲の人 々と権能 を持 てる人 々を助 けて下 さい。私 たちが今 日あ る の

は，生活 の中 にイエス ・キ リス トの福音が あるおかげなのです。私 たちは，主 が示 された人生 が どのよ うな ものかを 知 って い

ます。そ こで私た ちは この試 しの世 にあって，私 たちの生活 をす べて主 の模範 にあてはめてみる必 要があ ります。 イエ ス ・キ

リス トの教え によって のみ，私 たちは平和 と人生 の幸福 とを望 む ことがで きるのです。

この新 しい年に主が皆 さん を豊か に祝福 され，皆 さんの心 中に正 しい望 みが生 じますよ うに，皆 さん と共 に過 ごせま す こと

を感謝いた します。 皆 さん と共につねに兄弟姉妹 の名 にふ さわ しいものであるよ うにお祈 り いた します。

日本伝道部大会

「数学的 には二分す ると数が少 な くなるが， この法則 は私 たちの教会 にはあてはま

らないよ うである。 日本 は過去 ２度 にわた って伝道部が分割 されたが，今朝 こ の 礼

拝 堂が一杯 にな っている ことか らして，数が増えつつあ るよ うで ある」 これは 最 近

開 かれた 日本 伝道部 大会での ウォル ター ・Ｒ ・ビルス部長の言 葉です。大会に は４４３

人 の会員 と求 道者が出席 しま した。 旧交を暖め，多 くの新 しい友 とも会 うとい う 感

激 あふ るる大会で した。本 大会で新 しい プログラムが発表 されま した。 こ れ はク リ

スマス ・モルモ ソ経 プ ログラムであ って， ク リスマスの間に一人 につ き ５冊 の モル

モ ソ経を配布す るものです。 イエス ・キ リス トの福音以⊥ にす ば らしい賠物 が あ る

で しょうか。

ク リスマス ・モルモン経プログラムに

ついて語る神田兄弟

今大会には多 くの新 しい顔が見 られました。わつか ３ヵ月前に開かれた沼津か ら１６名の会員と求道者が出席しました。また ７

名がメルケゼデク神権の長老職に聖任され，ますます定員会を強化することとなりました。また兄弟と姉妹は，それぞれ神権

会 と扶助協会の集会で大いなる励ましを与えられたのです。全集会を通 じて，参加者はそれぞれの支部 と伝道地においてさら

に大いなる働きをなそうとの意欲と決意に燃えて帰途についたのです。

大会に出席された沼津の聖徒たち 大神権をうけられる兄弟たち
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日本中央伝道部だより

１９’７１新 年 明 け ま して お め で と う ご ざ い ます
「心 を つ く し

、 半青ネ申を つ く し 、

思 い を つ く し て 、 主 な る あ な

た の 神 を 愛 せ よ」。

「自 分 を 愛 す る よ う に あ な た

の 隣 り人 を裳 せ よ 」

＜マ タ イに よ る福 音 書 ２２章 ３７～３９＞

今年 も神 の王国建設 のために

一一致 協 力全力 を尽 して頑 張 り

ましょう。

〈日本中央伝道部長会〉

伝道 部 長 ： 岡 崎 行 雄

第一 副 〃 ： 鈴 木 正 三

前二 副 〃 ： 中 季寸 日青 」巳

書： 記 ： イｆ ・井二 英 一

近畿中国地方部長会

地方部長

第一一副 〃

第二 副 〃

書 記

中 野 正 之
矢 野 義 高

宮 川 淳

志 茂 好 通

一蘇 辮

〈近畿四国地方部の支部長会〉

鈴 亭 ぐ摯

轟 轟 亀》
愛盛 喜鼻冥

ザ 之 玉

藁 繋 購 鵬態 鶴

〈近畿中国地方部の支部長会〉 〈中部地方部の支部長会〉

阿 倍 野 支 部

支 部 長 ： 神 成 弘 昭

第一副 〃 ： 今 井 博 文

第二副 〃 ： 藤 崎 尚

堺 支 部

支 部 長 ： 坂 本 頼 彦

第一・副 〃 ： 坂 本 義 明

第二 副 〃 ： 藤 井 茂 雄

麗

盤
’鶴 徽
”

灘蝕灘 馳
叡

名 古 屋 支 部

支 部 長 ： 中 村 武 史

第一．一副 〃 ： 福 山 照 夫

第二副 〃 １ 池 田 茂 美

畢、

神 戸 支 部

支 部 長 ： 神 尾 昇

第一 副 〃 ： 水 野 敬 一

第二 副 〃 ： 長 浜 修

岡 崎 支 部

支 部 長 １板 倉 秀 樹

第一副 〃 ： 杉 江 学

第二副 〃 ： 岡 田 長 老

東 大 阪 支 部

支 部 長 ： 小 林 毅

第一副 〃 ：平 川 友 正

第二副 〃 ：柴 田 拓 美

岐 阜 支 部

支 部 長 ： 古 芝 健 三

第一副 〃 ： リ ブ 長 老

書 記 ：杉 田 実

岡 山 支 部

支 部 長 ： 福 田 千 尋

第一副 〃 ： 溝 内 俊 夫

第二副 〃 ： 荒 木 義 一

姫 路 支 部

支 部 長 ： 釜 石 一 朝

第一副 〃 ：新 谷 匡 彦

アや マ

… 鋳 ・ 鑑 馳
．

高 槻 支 部

支 部 長 ： 田 中 良 一

第一副 〃 ： 山 内 威 彦

第二 副 〃 ： 杉 本 直 明

金 沢 支 部

支 部 長 ：高 林 長 老

第一副 〃 ：青 木 清 二

第二副 〃 ：橋 爪 定 行

吹 田 支 部

支 部 長 ： 杉 村 裕 一

第一副 〃 ： 守 谷 歓 二

第二副 〃 ： 林 宗 光

高 松 支 部

支 部 長 ：柴 田 長 老

第一副 〃 ： 小 林 重 義

小 松 支 部

支 部 長 ： 中 村 利 雄

第一副 〃 ： 北 野 智 之

高 知 支 部

支 部 長 ： 米 村 長 老
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